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梵文『月灯三昧経』の偈頌再考（２）
──韻律分析を中心に──
岩　松　浅　夫
（承　前）*
３　（既知の）若干の韻律について
　『月灯三昧経』の各章毎の偈頌数とそこで用いられている韻律については
大略以上の如くであるが，次に，それら各偈頌の韻律の中の一二について，
少しく見ておくことにしたい。と言うのも，特に本経の偈頌の場合には，前
稿でも指摘したように古典サンスクリット文学の詩（以下，「古典サンスクリッ
ト詩学」と称することにする）では知られない── Apteの「韻律表」には見られ
ない──韻律が２つも用いられ 24），また上の各章毎の偈頌の韻律表において
も気付いたものに関しては幾つか指摘しておいたように，当の未知のものも
含めてそれら各偈頌の（詩句の）韻律形の中には正規のそれからは若干外れ
た不規則なものが少なからず見られ，それ（不規則形）の在り様
よう
などについて
見ておくことも，強ち無意味で無益な許りではないと考えられるからである。
ということで，その採上げるべき韻律の順番についてであるが，問題の有す
る意義やそれに対する興味或いは関心の程度などからすれば，本来なら該未
知の２韻律を先にするのが順序かもしれないが，ここでは，都合で既知でま
た本経では最も多用されている triubh-jagatī から始めることにしたい 25）。
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　　a　triubh-jagatı¯
［概　要］　その，本題である本経中の triubh-jagatī の問題に入る前に，同韻
律の一般的なことがらについて触れておくことにしたい。
　先ず，ここで言う triubh-jagatī というのは広義のそれ，つまり１偈の４
詩句（pāda）が共に 11音節の triubhの indravajrā（長短調は，– – ˘|– – ˘|˘ – ˘| 
– _˘）と upendravajrā（同じく，˘ – ˘|– – ˘|˘ – ˘|– _˘），及び 12 音節の jagatī の
indravaśā（同，– – ˘|– – ˘|˘ – ˘|– ˘ _˘）と vaśastha（vaśasthavilaとも。同，
˘ – ˘|– – ˘|˘ – ˘|– ˘ _˘）の４つの韻律のいずれかから成るものということになる
が 26），更に言えば，本項では triubh-jagatī を構成するそれら４韻律の在り
方を全ての詩句に亘って総体的に考察することになるので，４つの中のどれ
か１つでも含むものを指しての謂ということになる 27）。
　さて，その triubh-jagatī であるが，先ずこの韻律に依る総偈数，すなわ
ち４詩句の中に indravajrā などの４つの中の少なくとも１つのそれ（韻律）を
含むものは，筆者の計数では全 2,066 + *256½ = 2,322½ 偈中の 732 + *118½ = 
850½ 偈で，また詩句の数は 2,825 + *418 = 3,243（詩句），参考のためにこの
詩句数を偈数に還元すれば，単純にそれを４で割って，3,243 ÷ 4 = 810¾ 偈に
相当するということになろう。一方，その triubh-jagatī に依る全 850（余）
偈の内訳について見ると，４詩句とも同一韻律 28）の言わば純粋な？
indravajrā は 22 + *10 = 32，upendravajrā は４，indravaśā は６，vaśastha
は５（偈）で，また indravajrā と upendravajrā から成る triubhの upajāti 
(upajāti (1))は 81 + *35 = 116，それに対して indravaśā と vaśasthaに依る
jagatī の方の upajāti (upajāti (2))は 30 + *3 = 33（偈），ということにそれぞれな
ろう 29）。
［変形とその詩句数］　本経の triubh-jagatī を構成する indravajrā 等の４つの韻
律には，それの変種或いは変形とも言うべきものが異常な程数多く見られる。
実際，そのような変
ヴァリエーション
形は，４韻律全体では優に 100 を超えると言っても過
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言ではないであろう。今，それら４韻律毎の変形（と見得るもの）とその詩
句数を，前者は（長短形ではなく）gaa30）の形で掲げるとすれば，次の如
くということになろう（韻律名の後の数字はそれの〔正規形を含む〕変形の種類の
数，太字は正規形，そして各韻律形の後の数字はその韻律に依る詩句数〔［　］の中は，
当該の（正規形の）詩句数のうち，＋の記号を挟んで前が Dutt, Vaidya両刊本の一方の
4 4 4
み
4
に見られるもの，また後は位置上の長音［long by position］を成さない
4 4 4 4
と見てのも
の 31）の数〕をそれぞれ表す。また，Apteの「韻律表」でその韻律形に対して別の名
称が与えられている場合 32）にはそれもイタリック体にして掲げ，最後に ‘s＝’ とし
てその韻律の合計の詩句数も括弧に入れて記しておくことにする）。
○ indravajrā (34): ttjgg (797 [8 + 35] + *165 [6 + 3] = 962 [14 + 38]), tttgg (= 
vidhvakama¯la¯; 11), ttngg (5), ttygg (1), ttylg33）(*1), tjjgg (= upasthita¯; 8 + *2 = 
10), tnjgg (1), tbhjgg (23 + *3 = 26), tbhtgg (1 + *1 = 2), tmjgg (1), mtjgg (1), 
rtjgg (3), rbhjgg (1), tmrg (*1), ttsy (7 + *2 = 9), ttny (1), tbhsy (= s´ruti; 13 + *3 
= 16), tbhyy (*1), tysy (1), tssy (3 + *4 = 7), tsyy (*1), bhysy (1), mnsy (1), 
mbhsy (2), yysy (9), sysy (= mahendravajra¯; 99 + *31 = 130), synrg (1), syyy 
(1), sjsy (2 + *1 = 3), sjry (*1), sjnrg (2), sssy (1), ssyy (1), mbhrg (*1)  (s = 
998 + *220 = 1,218)
○ upendravajrā (29): jtjgg (579 [10 + 36] + *76 [2 + 2] = 655 [12 + 38]), jttgg (4), 
jtngg (6), jtygg (1), jtrgg (*1), jjjgg (6), jbhjgg (11 + *4 = 15), jbhtgg (1), jmjgg 
(4), jmrg (*1), jtsy (4), jbhsy (= smti; 11 + *1 = 12), jysy (1), jrsy (*1), jssy (= 
kola; 4 + *2 = 6), ntjgg (8 + *2 = 10), ntngg (1), nbhjgg (1), nbhsy (1), ytjgg (1), 
yjjgg (1), ynjgg (1), bhtjgg (10 + *1 = 11), bhjjgg (1), bhbhjgg (1), bhtsy (2), 
stjgg (*1), srjgg (*1), jnrg (*1)  (s = 660 + *92 = 752)
○ indravaśā (25): ttjr (513 [13 + 15] + *40 [0 + 1] = 553 [13 + 15]), ttjm (2), tttr 
(4), ttnr (6), ttbhr (1), ttyr (1 + *1 = 2), tjjr (3), tbhjr (= lalita¯; 18 + *2 = 20), 
tbhnr (1), tbhyr (1), tmrlg (1), trjr (1), trtr (*1), ttjtg (*1), ttsjg (2), tbhsjg (= 
prabha¯vatı¯; 5 + *1 = 6), tssjg (2 + *1 = 3), sysjg (= maikuala; 48 + *5 = 53), 
（ 4 ）
synjg (2), synrlg (1), sjsjg (= mañjubha¯iı¯; 3 + *2 = 5), sssjg (1), yysjg (3 + *1 = 
4), rysjg (1), ttrlg (1)  (s = 622 + *55 = 677)
○ vaśastha (19): jtjr (489 [14 + 25] + *46 [3 + 2] = 535 [17 + 27]), jtjm (1), jttr 
(4), jtnr (2), jtyr (1), jtjjg (*1), jtsjg (1), jjjr (7), jbhjr (= pañcaca¯mara; 17 + *3 = 
20), jbhsjg (= rucira¯; 2), jmjr (1), jrsjg (1), jssjg (2), ntjr (4), nbhsjg (1), nysjg 
(1), bhtjr (9 + *1 = 10), yjjr (1), stjr (1)  (s = 545 + *51 = 596)
　そして，これらを合せると，正規形を含む変形の種類の総数は 34 + 29 + 25 
+ 19 = 107 (+ x)34）（種類）で，また詩句の総数も (998 + 660 + 622 + 545) + 
*(220 + 92 + 55 + 51) = 2,825 + *418 = 3,243（詩句）になるということになろう
（後者の詩句数については既述）。
［opening, break, cadenceの諸形］　triubh-jagatī の４つの韻律の変形の種類等
については以上の通りである。ところで，特にこの triubhと jagatī の場合
には，１詩句の全体を openingと break及び cadenceの３部分 35）に分けて
その在り様等について調べるということが行われている。そこで，ここでも
その仕方に倣って上記の各詩句の韻律をそのように３分し，正規形を含めた
それぞれの変形とそれに該当する詩句の数を纏めて表にして示せば，次ペー
ジの〈表１〉の如くなるであろう。
　この〈表１〉は変形の在り様（長短形）を言わばナマのまま提示したもの
であるが，このままでは多少判り難いところもあるかもしれないので，これ
らの各形が正規のそれに対してどのように異なっているのか，それについて
の筆者の解釈乃至意見を示せば，次々ページの〈表２〉のようになるであろ
う（〈表２〉では，１音だけに対する網目〔　〕は長音と短音の交替，また２音に掛け
てのそれは長音と短音の順序の入替え［transposition］を，その他，˘̶ ˘は長音の分裂
［resolution］，˘
̶
˘は２つの短音の融合［contraction］
36），｛　｝は過剰な，また［　］は不
足の各音節，などをそれぞれ表すことにする）。
梵文『月灯三昧経』の偈頌再考（２） （ 5 ）
形　式　主文部分　増加部分　　計
– – ˘ – 1,418 225 1,643
– – ˘ ˘ 12 2 14
– – ˘ ˘ ˘ 5 6 11
– – – – 3  3
– – – ˘ 1  1
– ˘ ˘ – 22 2 24
– ˘ ˘ ˘ 1  1
– ˘ ˘ ˘ – 1  1
– ˘ – – 4  4
˘ – ˘ – 1,140 134 1,274
˘ – ˘ ˘ 13  13
˘ – ˘ ˘ ˘ 6 2 8
○ Breaks37）（正規形は，– ˘ ˘）：
形　式　主文部分　増加部分　　計
– ˘ ˘ 2,650 385 3,035
– ˘ – 27 2 29
– – 1 2 3
– – ˘ 5  5
˘ ˘ ˘ 81 16 97
˘ ˘ ˘ ˘ 38 5 43
˘ ˘ ˘ –  1 1
形　式　主文部分　増加部分　　計
– ˘ – –˘ 1,643 310 1,953
– ˘ – ˘ –˘ 1,149 103 1,252
– ˘ – – –˘ 3  3
– – – –˘ 5 1 6
– – ˘ –˘  1 1
˘ ˘ – –˘ 12  12
形　式　主文部分　増加部分　　計
˘ – – – 1  1
˘ – – ˘ 3  3
˘ ˘ – – 1 2 3
˘ ˘ – ˘ – 159 40 199
˘ ˘ – ˘ ˘ 3  3
˘ ˘ ˘ – 16 2 18
˘ ˘ ˘ ˘ – 1  1
˘ – – ˘ – 12 1 13
– ˘ – ˘ – 1  1
– – ˘ ˘ – 2  2
※– – –  1 1
※˘ – ˘  1 1
合　計 2,825 418 3,243
形　式　主文部分　増加部分　　計
˘ ˘ – 2 1 3
˘ – ˘ 1 2 3
˘ – ˘ ˘ 1 1 2
˘ – –  1 1
– ˘ ˘ ˘ 18 2 20
※– ˘ 1  1
合　計 2,825 418 3,243
形　式　主文部分　増加部分　　計
˘ ˘ – ˘ –˘ 12  12
˘ ˘ ˘ – –˘ 1  1
˘ – – –˘  1 1
– ˘ ˘ – ˘ –˘  1 1
– ˘ – – ˘ –˘  1 1
合　計 2,825 418 3,243
※ 音量（音節数）不足
○ Openings（正規形は，– – ˘ – / ˘ – ˘ –）：
 (21 + 49) (6 + 3) (27 + 52)
 (24 + 61) (5 + 4) (29 + 65)
 (45 + 111) (11 + 7) (56 + 118)
○ Cadences（正規形は，– ˘ – –˘ / – ˘ – ˘ –˘）：
 (18 + 71) (8 + 3) (26 + 74)
 (27 + 39) (3 + 3) (30 + 42)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
〈表　１〉
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形　式 　主文部分　増加部分　　計
– – ˘ – 1,418 225 1,643
– – ˘ ˘ 12 2 14
– – ˘ –˘–˘ 5 6 11
– – – – 3  3
– – – ˘ 1  1
– ˘ ˘ – 22 2 24
– ˘ ˘ ˘ 1  1
– –˘–˘ ˘ – 1  1
– ˘ – – 4  4
˘ – ˘ – 1,140 134 1,274
˘ – ˘ ˘ 13  13
˘ – ˘ –˘–˘ 6 2 8
○ Breaks（正規形は，– ˘ ˘）：
形　式 　主文部分　増加部分　　計
– ˘ ˘ 2,650 385 3,035
– ˘ – 27 2 29
– ˘
–
˘ 1 2 3
– – ˘ 5  5
˘ ˘ ˘ 81 16 97
–˘–˘ ˘ ˘ 38 5 43
–˘–˘ ˘ –  1 1
形　式 　主文部分　増加部分　　計
– ˘ – –˘ 1,642 310 1,952
– ˘ – ˘ –˘ 1,149 103 1,252
– ˘ – – –˘ 3  3
– – – –˘ 5 1 6
– – ˘ –˘  1 1
˘ ˘ – –˘ 12  12
形　式 　主文部分　増加部分　　計
˘ – – – 1  1
˘ – – ˘ 3  3
˘ ˘ – – 1 2 3
–˘–˘ – ˘ – 159 40 199
–˘–˘ – ˘ ˘ 3  3
˘ ˘ ˘ – 16 2 18
˘ –˘–˘ ˘ – 1  1
{˘} – – ˘ – 12 1 13
– {˘} – ˘ – 1  1
– – ˘ {˘} – 2  2
– – [˘] –  1 1
˘ – ˘ [–]  1 1
合　計 2,825 418 3,243
形　式 　主文部分　増加部分　　計
–˘–˘ ˘
–
˘ 2 1 3
˘ – ˘ 1 2 3
{˘} – ˘ ˘ 1 1 2
˘ – –  1 1
– ˘ ˘ {˘} 18 2 20
– ˘ [˘] 1  1
合　計 2,825 418 3,243
形　式 　主文部分　増加部分　　計
˘ ˘ – ˘ –˘ 12  12
–˘–˘ ˘ – –˘ 1  1
˘ – – –˘  1 1
– ˘ {˘} – ˘ –˘  1 1
– ˘ – {–} ˘ –˘  1 1
合　計 2,825 418 3,243
〈表　２〉
○ Openings（正規形は，– – ˘ – / ˘ – ˘ –）：
 (21 + 49) (6 + 3) (27 + 52)
 (24 + 61) (5 + 4) (29 + 65)
 (45 + 111) (11 + 7) (56 + 118)
○ Cadences（正規形は，– ˘ – –˘ / – ˘ – ˘ –˘）：
 (18 + 71) (8 + 3) (26 + 74)
 (27 + 39) (3 + 3) (30 + 42)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
 (45 + 110) (11 + 6) (56 + 116)
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［変形の具体例］　上掲の（gaaの形で表した）各韻律の変
ヴァリエーション
形 の在り様は，
この〈表１〉や特に〈表２〉によってかなり見易くなったのではないかと思
われるが，またこの方面の専門家などにとってはこの表だけでもことは（そ
れなりに，即ち十分？）足りるということになるのかもしれないが，しかし
変形の実態ということでは，必ずしもそうではないということになろう。と
言うのも，上の変形の中にはその不規則形が上記 openingなどの３部分の１
箇所だけに限らず２箇所以上に跨って見られるものもあり，そのような複数
の部分に亘る不規則形については，上の〈表１〉などからは直接には知られ
ないということがあるからである。そこで，上掲の変形の様相を詳しくまた
正確に知るためには，その在り様を個々の事例毎に具体的に見ていく必要が
あるということになろう。ということで，以下に，やや細部にも亘るので煩
瑣で煩雑ということになるかもしれないが，上に掲げた 538 の変形（正規形
以外の不規則形）を幾つかの項目に類別し，そのそれぞれについて実例も一二
交え乍ら具体的に見ていくことにしたい（正規形からのその項目による変化を矢
印を挟んで括弧の中に示し，またそれに該当する詩句数を ‘s＝’ としてその後に同じ
く括弧に入れて記す。また，上の表の場合と同様に，挙例した引用文の該当する部分
（音節）には網目を掛け，過剰な音節は｛　｝で括り，不足する音は［　］で補うなどし
てそれらのことを示す。更に，Dutt刊本と Vaidya刊本で読みその他に相違がある場合
にはそれも *を付して注記することにする。なお，引用文の後の括弧の中は，［　］内
が章の，またその次の数がその章内の偈の，そしてローマ字がその偈の詩句の，それ
ぞれ番号を表し，その他，イタリック体で表した子音群はそれが位置上の長音を成す
か否かで検討の余地がないものではないことを示す 38））。
１）長音と短音の交替
　① 第２音の交替（– → ˘）(s = 14)
　　ex. iha samādhismi pratihihitvā ([4] 19c)
 parighīto bahubuddha*koibhi ([15] 5c)  *D = bahu bud0.
　② 第３音の交替（˘ → –）(s = 3)
（ 8 ）
　　ex. jñānenāsagena* karoti so ’rtha ([11] 26(V=38)a)  *V = 0sa0.
 bahir vā adhyātma na sāram asti ([9] 22c)
　③ 第４音の交替（– → ˘）(s = 26)
　　ex. aādaśavarasahasrakoya ([2] 5d)
 sa paśyati buddhasahasrakoiyas ([4] 10c)
　④ 第５音の交替（– → ˘）(s = 81)
　　ex. rājāna bhonti anuyātru tasya ([2] 25c)
 na vedanābhir anusaharīyati ([4] 21d)
　⑤ 第６音の交替（˘ → –）(s = 7)
　　ex. tasmāt prahāsye eta kāmacaryām ([35] 107d)
 sace ’sya tasmin nānunīyate mano ([7] 19c)
　⑥ 第７音の交替（˘ → –）(s = 24)
　　ex. prādeśikī śūnyatā tīrthikānām ([9] 47d)
 aya viśeas ttīyāya kāntiyā ([7] 21d)
　⑦ 第８音の交替（– → ˘）(s = 19)
　　ex. ye keci buddhā daśasu diśāsu ([2] 30a)
 na tasya citta bhavati vivartiyam ([6] 4d)
　⑧ 第９音の交替（˘ → –）(s = 5)
　　ex. yeā sti buddhe api dharme prema ([6] 20b)
 abhijña eā bahuketre darśitā ([17] 124a)
　⑨ 第 11音の交替（˘ → –）(s = 3)
　　ex. yo buddhadharmāa pramāu ghīyāt ([4] 11b)
 anāgatā yev iya pūjanā hoti ([15] 7d)
　⑩ ２つ（以上）の長音と短音の交替 (s = 5)
　　ex. dhabalas tam avadī kumāram ([17] 131a)（第２音と第５音〔共に – → ˘〕）
 parighīto bhavati jinebhir ([2] 26a)（第２音と第８音〔共に – → ˘〕）
 te pravraji dhatarā bhavanti ([16] 23b)（第４音と第５音〔共に – → ˘〕）
 prāmodya prīti* śayanam upasttam ([6] 21b)  *D = 0yaprī0.
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（第５音と第８音〔共に – → ˘〕）
 saśrāvakasya* atulo ’bhū utsada ([5] 18d)  *D = sa śrā0.
（第５音〔– → ˘〕と第９音〔˘ → –〕）
２）長音と短音の順序の入替え
　① 第１音と第２音の入替え（˘ – → – ˘）(s = 21)
　　ex. asti naro pudgala jīva sattva ([6] 10d)
 prāisahasrebhir aśītibhi saha ([5] 22b)
　② 第２音と第３音の入替え（– ˘ → ˘ –）(s = 5)
　　ex. karmaā tenāham anuttarea ([17] 150a)
 labhate aāgasamānayuktam ([38] #3b)
　③ 第３音と第４音の入替え（˘ – → – ˘）(s = 3)
　　ex. gurūābhivādana* pratyutthānam ([17] 81b)  *D = 0ābhīvādana-.
 prajānāti buddhasahasrakoaya ([15] 7b)
　④ 第５音と第６音の入替え（– ˘ → ˘ –）(s = 1)
　　ex. anye ca tatra putrajñātibāndhavā ([17] 52c)
　⑤ 第７音と第８音の入替え（˘ – → – ˘）(s = 1)
　　ex. yasmin na sattvo na jīvu na pudgala ([28] 56d)
　⑥ 第９音と第 10音の入替え（˘ – → – ˘）(s = 1)
　　ex. mānuyasaptakaadoe hi tam* ([0] *14b)  *V = -doehitam.
　⑦ 長音と短音の順序の入替えと，それ以外の変形 (s = 7)
　　ex. evam iha śāsani pravrajitvā ([9] 46a)
（第１，２音の順序の入替え〔˘ – → – ˘〕と，第４音の交替〔– → ˘〕）
 vastuniveśasamatikramo ya ([17] 61c)
（第１，２音の順序の入替え〔˘ – → – ˘〕と，第５音の交替〔– → ˘〕）
 smtyupasthāna catu ddhipādān ([38] 78b)
（第２，３音の順序の入替え〔– ˘ → ˘ –〕と，第５音の交替〔– → ˘〕）
 sa bhiku k=tu iha khaakhaam ([35] 52d)
（第３，４音の順序の入替え〔˘ – → – ˘〕と，第５音の交替〔– → ˘〕）
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 tasmād dhi yo itīc=ched bodhi buddhitu ([9] *48a)
（第５，６音の順序の入替え〔– ˘ → ˘ –〕と，第７音の交替〔˘ → –〕）
 jarātupāra prakāra=ā yāvan ([0] *21a)
（第７，８音の順序の入替え〔˘ – → – ˘〕と，第９音の交替〔˘ → –〕）
 sutapia sadā parityajitvā ([17] *130b)
（第２，３音と第５，６音の順序の入替え〔共に – ˘ → ˘ –〕）
３）２短音の融合（˘ ˘ → –）
39）(s = 3)
　　ex. na dahyate yāvat padmaae ([0] *21b)
 deśeti dharma paryāyasūtrato ([11] 35(D=23)c)
４）長音の分裂（– → ˘ ˘）
　① 第 1音の分裂 (s = 183)
　　ex. kapilāhvayā pravrajitāś ca sarve ([2] 13d)
 samanāma sarve ca abhūi tāyina ([2] 14b)
　② 第２音の分裂 (s = 2)
　　ex. āyatanakauśalyam abhijñajñāna ([17] 66a)
 namasi karonta pratibimbu dśyate ([9] 4b)
　③ 第４音の分裂 (s = 18)
　　ex. traividya aabhijña* jitendriyāām ([2] 7b)  *D = 0yaa-.
 vicitramukuābharaā vibhūitā ([35] 84c)
　④ 第５音の分裂 (s = 36)
　　ex. ākākate puruavarasya jñānam ([4] 18b)
 sudurlabha sugatavarāa darśanam ([4] 23d)
　⑤ 第８音の分裂 (s = 1)
　　ex. sabodhilolo bahujanahitāya ([32] 191c)
　⑥ 第１音の分裂と，それ以外の変形 (s = 14)
　　ex. pratipadyitum uttamadharmapūjā ([5] 21d)
（第１音の分裂と，第４音の交替〔– → ˘〕）(× 2)
 parinirvtasya mama paścikāle ([2] 29c)
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（第１音の分裂と，第５音の交替〔– → ˘〕）(× 8)
 aparāddhu ki kena vā codayiye ([9] 57d)
（第１音の分裂と，第７音の交替〔˘ → –〕）(× 1)
 śravaāya dharma virajam anuttaram ([8] 7d)
（第１音の分裂と，第８音の交替〔– → ˘〕）(× 2)
 anuvyañjanalakaā buddhadharmā ([2] 21a)
（第１音の分裂と，第４音〔– → ˘〕と第７音〔˘ → –〕の交替〕）(× 1)
　⑦ 第４音の分裂と，第７音の交替（˘ → –）(s = 1)
　　ex. candraprabha kumāra āsī purāa- ([34] #2a)
　⑧ 第５音の分裂と，それ以外の変形 (s = 6)
　　ex. dhabalo paramu udagra āsīt* ([17] 160a)  *D = 0raāsīt.
（第５音の分裂と，第２音の交替〔– → ˘〕）
 aāśīti-niyutasahasra pūrā* ([17] 130b)  *D = 0rapūr0.
（第５音の分裂と，第３，４音の順序の入替え〔˘ – → – ˘〕）
　⑨ 第５音の分裂と，第６音と第７音の融合 (s = 3)
　　ex. yeneti nāsti na te jātu asti ([9] 26b)
 adhastam eti a=bhūd āpaskandha ([9] 2b)
　⑩ 第５音の分裂と，第１音の分裂 (s = 2)
　　ex. niyutāny aśītisahasra śrāvakāā ([2] 7a)
 laghu pravrajī jinavaraśāsane ’smin ([8] 8d)
５）過剰音による hypermetre
　① 第１音（頭音）の前の過剰音 (s = 13)
　　ex. {dvi}tīyāya kāntīya ime viśeā ([7] 11d)
 {sa}ce mārakoyo yatha gagavālukās ([6] 11a)
　② 第２音の前の過剰音 40）(s = 1)
　　ex. ā{nu}lomi sarvea jināna śikato ([6] 7a)
　③ 第４音の前の過剰音 (s = 2)
　　ex. sabhinna{pra}lāpa paruā ca vācam* ([38] 64c)  *V = 0ca.
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 hiraya {su}vara* tatha putradāra ([14] 3c)  *V = hirayasu0.
　④ 第５音の前の過剰音 (s = 2)
　　ex. sa bhāvayā{tu} sarvi abhāvadharmā ([8] *47c)
 upasthita {ca} sāpi sadā sudhāritam ([17] 128b)
　⑤ 第８音の前の過剰音 41）(s = 16)
　　ex. pratyarthikās tasya śri{ya} no sahanti ([2] 26c)
 aīna kalpāni na{yu}tāna atyayā ([17] 164c)
　⑥ 第 10音の前の過剰音 42）(s = 2)
　　ex. mahākpāgāra managa{ta}* sarvakt ([0] *32a)  *V = 0ramana0.
 sā devatā āsi purāa {sā}lohita* ([34] #1a)  *V = 0asālohita.
　⑦ 第８音の前の過剰音と，第１音と第２音の順序の入替え（˘ – → – ˘）(s = 2)
　　ex. putrasahasra bhaa{mi} tatkaasmin* ([35] 40b)  *D = tat ka0.
 bhiku iho dukhaha{ta} sarva eva ([35] 50a)
　⑧ 第８音の前の過剰音と，第１音の分裂 (s = 2)
　　ex. sa balenupeto bhava{ti} nityakālam ([32] 198b)
 prathamāya kāntīya sa{da} nirdiśīyati ([7] 1d)
　⑨ 第 10 音の前の過剰音と，第１音の分裂及び第５音と第６音の順序の入
替え（– ˘ → ˘ –）(s = 1)
　　ex. priyajñātibāndhava sa pravra{ji} tasya* ([17] *130c)  *V sends to the 
next line.
６）音（節）の欠如による catalectic43）
　① 第３音の欠如 (s = 1)
　　ex. śrotu [˘] sabhyā sugatasya vākyam* ([0] *18c)  *D = 
0ya.
　② 第７音の欠如 44）(s = 1)
　　ex. cintāmayī bhāva[˘]nānulomikī ([7] 22b)
　③ 第４音の欠如と，第 5音の交替（– → ˘）(s = 1)
　　ex. asaga[–˘]svaram acintyaghoam ([38] #3c)
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　triubh-jagatī の各韻律の正規形以外の変
ヴァリエーション
形の実態については以上の如く
であるが，これらを見れば直ちに知られるように，その変形の在り様は，例
えば１）長音と短音の交替や，２）長音と短音の順序の入替え，或いは３）
２短音の融合，及び４）長音の分裂と，更に５）音節数の過剰（による
hypermeter），及び同じく６）その不足（による catalectic）等々，凡そ考え
得る殆どあらゆる事項に及び，しかもそのような変化が，例えば１）の長音
と短音の交替の例からも窺えるように，ある特定の一部の箇所だけにではな
く，それが可能な相当広い範囲に亘って行われている，ということである。
［正書法と不規則形］　該韻律の変形の在り様についてはこれくらいにして，こ
こで翻って少しく考えてみるに，本経の場合にも，偈頌そのものは基本的に
所謂る仏教〔混淆〕梵語（Buddhist hybrid Sanskrit.以下，「仏教梵語」とのみ略称）
で著されていると言ってよいであろうが，その偈頌若しくは当の仏教梵語を
特に他の経のそれと比較したときに，上に見た不規則形の中には，後者の場
合には比較的よく見られるある特徴が本経では見られず，そのために結果的
にそのように（不規則に）なっていると考えられるような例が幾つか見られ
る。そして，その不規則形というのは，実は正書法（orthography）に起因し
ているのではないかと筆者には思われるのであるが，ということで，前述の
不規則形の在り様の問題に関連して，次に，ここでその正書法と不規則形の
関係ということについて触れておくことにしたい。
　それ，つまり正書法と不規則形の関係の問題に関して，先ず最初に考えら
れるのは母音の前のmの扱いということであろう。すなわち，該mは，古
典サンスクリットの文法の規則では，語末の位置にあって次の語頭音（後続
音）が子音の場合には anusvāra ()に変り，その anusvāraはそれに先立つ母
音を鼻母音化すると共にその鼻母音自身は長音
4 4
化する，換言すれば anusvāra
化した母音は音韻や音声的にはどうあれ少なくとも韻律的には長音と見做さ
れることになるわけであるが，したがってまたこの anusvāraは反対に古典サ
ンスクリットの文法では子音の前にのみ現れて母音の前には立ち得ないとい
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うことにもなるわけであるが，その anusvāraが仏教梵語（の偈頌）において
は必ずしもそうではなくて，韻律上その必要がある場合には母音の前であっ
てもしばしば現れ，用いられている例が見られるというわけである。実際，
その一例として，試みに例えば『法華経』（Saddharmapuarı¯ka-su¯tra）45）第１
章の「序品」（nidānaparivarta）の箇所を繙いて見ると，次のような具体的な例
の存することが知られる（当該の anusvāraの部分をイタリック体で示すことにす
る）。
　　sarva ca ketra imu saprakampita (3c; KN p. 9)
　　śīla akhaa mairatnasādśam (32b; KN p. 13)
　　aho ’sya jñāna vipula anāsravam (49b; KN p. 15)
　　nirvāaśabda atikipram etat (81d; KN p. 26)
　　dvā nimitta idam evarūpam (96b; KN p. 28)
　　tam eva ya icchati bhāaāya (97c; KN p. 28)
　このような例は他の経典の場合にも枚挙に遑ないであろうが 46），本経の場
合に特徴的なのは，それがそうではない，つまり当該の語末のmは母音の前
では韻律上の都合如何に拘らず（殆ど）常に上述の文法通りにmで表されて
いて，そのために場合によっては韻律的に不規則になっているものも少なく
ないということである。先に変形として挙げた中にはそのようなものも数多
く含まれているわけであるが，今，それに該当する例を筆者の気付いた範囲
で示せば，次のようなものが存する（ここでは，当該の語形とそれの所在場所〔偈
や詩句の番号など〕を掲げ，また参考迄にmのままとそれを anusvāraに変えたとき
の両方の韻律形を，矢印を挟んで括弧の中にそれぞれ示すことにする〔その韻律形に
対して古典サンスクリット詩学（Apteの「韻律表」）で別の名称が与えられていると
きにはそれも記す47）〕。記号や略号等についてはこれ迄と大体同じだが，それ以外では，
gaaの表記の中で ‘x[y]’ としたのは位置上の長音の成否に関するもので，前の xは原
則通りにそれを成す
4 4
と見たときの，また［　］内の yは成さない
4 4 4 4
と解したときの，それ
ぞれの形を表す）。
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　　idam: [17] 125b (ntjr: → jtjr)
　　imam: [5] 28c (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　iyam: [5] 7d (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　evam: [9] 46a (bhjjgg [jjjgg; a1/2 transp.]: → tjjgg)
　　katham: [11] 2d (synjg [ttnr; d1 resol.]: → sysjg [ttjr; d1 resol.])
　　kāraam: [6] 9d (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg])
　　kāntim: [6] 4a (m[t]bhjr = lalita¯: →m[t]tjr)
　　-cittam: [38] *197c (jbhjgg: → jtjgg)
　　chandam: [4] 23b (jbhjr: → jtjr)
　　jñātum: [38] 4d, [38] 23d ([both] jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　-jñānam: [17] 77a (m[t]bhy[j]gg: →m[t]ty[j]gg)
　　tam: [17] 131a (nbhjgg: → ntjgg)
　　tyaktam: [14] 3d (tbhjgg: → ttjgg)
　　dvāram: [17] 102a (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　dharmam: [5] 19b (tbhjgg: → ttjgg)
　　palāyitum: [9] 38b (jjjr: → jtjr), [9] 39b (jjjgg: → jtjgg)
　　pratipadyitum: [5] 21d (sssy [tjjgg = upasthita¯; d1 resol.]: → sysy [ttjgg; d1 
resol.])
　　-phalam: [9] 35c (jtngg: → jtjgg)
　　buddham: [2] 28a, [15] 1b ([both] tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　vipulam: [14] 2d (ttnr: → ttjr)
　　virajam: [8] 7d (synjg [ttnr; d1 resol.]: → sysjg [ttjr; d1 resol.])
　　śakyam: [36] 22a (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　śayanam: [6] 21b (tbhnr: → tbhjr = lalita¯)
　　satatam: [36] 25d (ttnr: → ttjr)
　　sudurlabham: [14] 72b (jjjr: → jtjr)
　　sūtram: [5] 28b, [8] 12c, [9] *48c ([all three] tbhjr = lalita¯: → ttjr)    (s = 31)
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　次にまた，正書法と韻律上の不規則形ということで，今のmの場合とある
程度は関連して，本経の偈頌を見ていて気付かされるのは，綴字法──（サ
ンスクリットとしての）綴字の仕方，或いは在り方──ということではない
であろうか。すなわち，そのようにサンスクリットの正書法──或いは，綴
字法──上の正規形と韻律上のそれが一致しないときは，前者よりも後者を
優先する（語形の方はある程度犠牲にして迄，韻律を正規形のそれに合せ〔たり近づ
け〕ようとする）というのが多くの場合の仏教梵語の原則のように見受けられ
るが 48），これも本経に関しては必ずしもそうではなくて，先に掲げた韻律上
の不規則形の中には反対に正書法や綴字法上の都合で──すなわち，正書（綴
字）法上の正規形に合せるために──そうなったと考えられるものがかなり
の数で見られるということである。実際，例えば長音と短音の交替（に因る
不規則形）ということで言えば，先ず韻律的には長音であるべきもの（音）
が正書法に従って？──すなわち，サンスクリットの綴字としては正しい形
の──短音で表されている例として，次のようなものを挙げることができよ
う（この部分での以下の挙例 49）は，後続の語はいずれも単子音か母音で始まって，
したがって位置上の長音は成さないものだけということになる。当該の部分には網目
を掛け，また参考のため，刊本のままの語形とそれを長音に変えた場合の詩句の韻律
形を，矢印を挟んでそれぞれ掲げることにする。それ以外の点についてはこれ迄と同
じ）。
　　ca: [0] *32d (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr; D= jbhtr), [7] 24d, [17] *129b 
([last two] tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　-śata: [17] 163a (ttnr: → ttjr)
　　śānta: [17] #4c (y[s]jsy [tjjgg; c1 resol.]: → y[s]ysy [ttjgg; c1 resol.])
　　mākākatha: [4] 12d (tjy[j]gg: → tty[j]gg)
　　cātmana: [7] 9c (jjjr: → jtjr)
　　-upasthāna: [38] 78b (rbhjgg [tbhjgg; b2/3 transp.]: → rtjgg [ttjgg; b2/3 
transp.])
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　　tena: [4] 22a (jbhjgg: → jtjgg)
　　jambudvīpa: [7] 17a (y[j]bhy[j]gg: → y[j]ty[j]gg)
　　mama: [16] 3c (ttnr: → ttjr)
　　ya: [8] 12a (tjjr: → ttjr)
　　pratipattiya: [2] 16a (sssjg [tjjr; a1 resol.]: → sysjg [ttjr; a1 resol.])
　　pratyavekya: [9] 37b (tbhjgg: → ttjgg)
　　saśrāvakasya: [5] 18d (tbhyr: → ttyr; see also infra ‘(a=)’bhū’)
　　sihadhvajasya: [16] 1b (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　tasya: [28] 47a (tbhjgg: → ttjgg), [28] 82c (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　samāhitasya: [7] 13b (jbhjgg: → jtjgg)
　　parinirvtasya: [2] 29c (sjsy [tbhjgg; c1 resol.]: → sysy [ttjgg; c1 resol.])
　　dvāra: [17] *124a (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　atra: [17] 106b (jbht[j]gg: → jtt[j]gg)
　　tatra: [17] *128b (jbhjgg: → jtjgg; V = jbht[j]gg)
　　putra: [6] 13a (jbhjgg: → jtjgg)
　　tava: [14] 3a (jjjgg: → jtjgg)
　　prakāśayasva: [11] 11d (jbhjgg: → jtjgg)
　　iha: [3] 35c (ttngg: → ttjgg), [4] 19c (ntjgg: → jtjgg), [9] 46a (bhjjgg [jjjgg; 
a1/2 transp.]: → bhtjgg [jtjgg; a1/2 transp.])
　　pravraji: [16] 23b (tnjgg: → tjjgg = upasthita¯)
　　paśyati: [4] 10c (jjjr: → jtjr)
　　bhavati: [2] 26a (ntngg: → ntjgg; see also infra ‘parighīta-’), [6] 4d (jtnr: 
→ jtjr), [28] 39b, [28] 64a ([last two] ttnr: → ttjr)
　　triviśati: [17] 13d (jjjgg: → jtjgg)
　　prīti: [6] 21b (tbhnr: → ttnr), [16] 5b (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　jātismti: [17] 67b (tjt[j]gg = upasthita¯: → ttt[j]gg)
　　bhoti: [9] 1b (tbhjgg: → ttjgg), [11] 43(D=31)a (tbhy[j]r = lalita¯: → tty[j]r), 
[17] 102a (tbhjr = lalita¯: → ttjr), [26] 5c (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr), 
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[28] 47c (tbhjgg: → ttjgg)
　　patanti: [38] *206a (tbhjgg: → ttjgg)
　　vasanti: [11] *111b (jbhjgg: → jtjgg)
　　kānti: [9] 66d (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　kathenti: [9] 65d (jbhjgg: → jtjgg)
　　bhonti: [2] 25c, [11] 11c, [38] 24b ([all three] tbhjgg: → ttjgg)
　　viyākaronti: [7] 23d (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　prāvikaronti: [9] 51c (tbhjgg: → ttjgg)
　　cāpi: [17] *122b (tbhjgg: → ttjgg)
　　te ’pi: [6] 21d (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　samādapemi: [17] 143c (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　kleśadhyāyi: [9] 30c (m[t]bhjr = lalita¯: →m[t]tjr)
　　deśi: [17] *120b (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　hi: [7] 34b (tbhjgg: → ttjgg)
　　tehi: [16] 16c (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　tathāgatehi: [17] 107a, [17] *129a ([both] jbhjgg: → jtjgg)
　　coddhatehi: [6] 17c (jbhjgg: → jtjgg)
　　vyākarohi: [11] 5d (tbhjgg: → ttjgg)
　　śu: [34] 20b (jtnr: → jtjr)
　　varu: [17] 142c (tbhjgg: → ttjgg)
　　jātu: [4] 8b, [38] 3b, [38] 12c, [38] 13c ([all four] jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　lokadhātu: [9] 1a (sjsy [tbhjgg; a1 resol.]: → sysy [ttjgg; a1 resol.])
　　bhaitu: [17] 158c (jtngg: → jtjgg)
　　śikitu: [38] 32c, [38] 33c ([both] jjjr: → jtjr)
　　ktu: [35] 52d (ynjgg [jbhjgg; d3/4 transp.]: → yjjgg [jtjgg; d3/4 transp.])
　　vidu: [35] 56a (tjjr: → ttjr)
　　teu: [7] 30c (tbhjgg: → ttjgg), [7] 31b (sjsjg = mañjubha¯iı¯ [tbhjr = lalita¯; 
b1 resol.]: → sysjg [ttjr; b1 resol.])
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　　bhiku: [16] 1c (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr), [16] 8a (tbhjgg: → ttjgg)
　　daśasu: [2] 30a, [36] 25b ([both] ttngg: → ttjgg), [4] 12a, [34] 30c ([last two] 
jtngg: → jtjgg)
　　pratisavidāsu: [36] 38d (sjsjg = mañjubha¯iı¯ [tbhjr = lalita¯; d1 resol.]: 
→ sysjg [ttjr; d1 resol.])
　　aśītir (a-): [38] 31b (tbht[j]gg: → ttt[j]gg)
　　vedanābhir (a-): [4] 21d (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　merur (a-): [36] 31(V=30)a (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)    (s = 88)
　以上は原則として当該の音が語末にあるものを摘出してみたものである
が，それ以外の，語頭若しくは語中 50）の位置の場合にも，次のような例が
見られる。
　　akuhako: [28] 80c (nbhsjg [ntjr; c4 resol.]: → jbhsjg [jtjr; c4 resol.])
　　adhyuita: [9] 58a (tbhjgg: → ttjgg), [9] 60c (jbhjgg: → jtjgg)
　　anucaritva: [17] *124c (sjsjg = mañjubha¯iı¯ [tbhjr = lalita¯; c1 resol.]: → sysjg 
[ttjr; c1 resol.])
　　anuvyañjanalakaā: [2] 21a (y[s]syy [tjtgg; a1 resol.]: → y[s]yyy [tttgg = 
vidhvakama¯la¯; a1 resol.]; see also infra ‘-lakaā’ )
　　(a=)’nuśayitvā: [17] 68c (tbhjgg: → ttjgg)
　　apratyayāpagatapratyayā: [17] 56c  (tbht[j]gg: → ttt[j]gg; V = tbhy[s]y)
　　avighīta-: [11] *113c, [25] 8c ([both] ntjgg: → jtjgg)
　　aādaśavara-: [2] 5d (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　upakileśās: [38] 24c (jtngg: → jtjgg)
　　-ketuśata-: [34] 46c (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　-koiniyutāna: [28] 67d (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　gaivara: [17] 25d (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　ghrāyati: [38] *193b (tbhjgg: → ttjgg)
　　caturdaśavara-: [2] 9c (jjjr: → jtjr)
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　　cākuśalatā: [17] 80b (tbhjr = lalita¯: → ttjr)
　　cyavati: [7] 26d (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr)
　　jinavareu: [36] 40c (tbhjgg: → ttjgg)
　　darśana: [35] *171d (r[s]jsjg = mañjubha¯iı¯ [tbhjr = lalita¯; d1 resol.]: → r[s]
ysjg [ttjr; d1 resol.])
　　duhitaro: [17] 48d (ntjgg: → jtjgg)
　　dhatarā: [16] 23b (tnjgg: → tjjgg)
　　dhabala-: [5] 16b, [17] 55a ([both] ntjgg: → jtjgg), [17] 131a (nbhjgg: 
→ jbhjgg), [17] 160a (nbhsy [ntjgg; a5 resol.]: → jbhsy [jtjgg; a5 resol.])
　　-niveśasamatikramo: [17] 61c (bhbhjgg [jbhjgg; c1/2 transp.]: → bhtjgg 
[jtjgg; c1/2 transp.])
　　parakumārīu: [16] 11b (ntjr: → jtjr)
　　parighīta-: [2] 26a (ntngg: → jtngg; see also supra ‘bhavati’), [9] 55c (ttngg: 
→ ttjgg), [15] 5c, [17] 37d ([both] ntjr: → jtjr), [17] 41b (ttngg: → ttjgg), 
[17] 106c, [17] *128c, [28] 13b ([last three] ntjgg: → jtjgg)
　　pramāa: [9] 23a (y[j]y[j]jgg: → y[j]m[t]jgg), [9] 23b (jy[j]jgg: → jm[t]
jgg)
　　-prītinayanā: [11] *100b (m[t]bhjr = lalita¯: →m[t]tjr)
　　bahujanasya: [2] 5a (jtngg: → jtjgg)
　　bhavagativ: [17] 36a (jbhjr = pañcaca¯mara: → jtjr; V = jbhnjg)
　　bhavati: [28] 16a (tbhjgg: → ttjgg)
　　bhūmihi: [5] 15b (sjsjg = mañjubha¯iı¯ [tbhjr = lalita¯; b1 resol.]: → sysjg 
[ttjr; b1 resol.])
　　māraviayāt: [28] 24b (jbhjgg: → jtjgg)
　　lokāntarikev: [38] *192c (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　vipākam: [9] 53b (tjjgg = upasthita¯: → ttjgg)
　　asaptativara-: [2] 6c (tjjr: → ttjr; V = yssjg [misp.])
　　sukara: [38] 5d (ntjgg: → jtjgg)
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　　-svabhāvakuśala: [11] 7c (tbhjgg: → ttjgg)    (s = 49)
　また，その反対に，韻律的には短音であるべき箇所が長音で表されている
ような例も，上の短音の場合程ではないが，もちろん存する。これも上の場
合と同様語末音の方から始めることにすれば，例えば次のようなものの存す
ることが知られる。
　　rājā: [5] 27a (jmjgg: → jtjgg)
　　prakāraā : [0] *21a (jtrgg: → jtbhgg [jtjgg; a7/8 transp.])
　　-lakaā: [2] 21a (y[s]syy [tjtgg; a1 resol.]: → y[s]ssy [tjjgg; a1 resol.]; see 
also supra ‘anuvyañjanalakaā’)
　　śūnyatā: [9] 47d (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　mā: [35] *183b (tbhyy [tttgg = vidhvakama¯la¯, b5 resol.]: → tbhjy [ttjgg; b5 
resol.]; V = rntgg [misp. ?])
　　akriyā: [28] 46a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　vā: [9] 22c (ytjgg: → jtjgg), [9] 57d (syyy [tttgg = vidhvakama¯la¯; d1 resol.]: 
→ sysy [ttjgg; d1 resol.])
　　hitaiī: [21] #2c (ttyr: → ttjr)
　　(a=)’bhū: [5] 18d (tbhyr: → tbhjr; see also supra ‘saśrāvakasya’)
　　hehe: [9] 2c (jmjgg: → jtjgg)
　　te: [11] 36(D=24)d (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg), [16] 16a (jttr: → jtjr), 
[17] 33c, [17] 132c ([last two] tttr: → ttjr)
　　sevate: [28] 57b (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　dharme: [6] 20b (ttygg: → ttjgg)
　　ye: [17] 168a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg), [25] 5d (jttr: → jtjr)
　　vīrye: [14] 2c (ttyr: → ttjr)
　　-ketre: [17] 124a (jtm[y]r: → jtt[j]r)
　　jñānato: [4] 17b (tttr: → ttjr)
　　abhūd: [34] 42c (tttr: → ttjr)
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　　itīcched: [9] *48a (trtr [tttr; a5/6 transp.]: → trjr [ttjr; a5/6 transp.])
　　sthitānusmter: [17] 65b (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)    (s = 25)
　同様に，語頭或いは語中の場合についても次のような例が見られる。
　　(a=)’bhyākhyāti: [28] 59c (jmjgg: → jtjgg)
　　āsī: [34] #2a (tsyj(y) [tttgl(g) = vidhvakama¯la¯; a4 resol.]: → tssj(y) [ttjgl(g); 
a4 resol.])
　　ekāgratā: [17] 78a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　eta: [35] 107d (tmjgg: → ttjgg)
　　otrāpya: [17] 80a (jtygg: → jtjgg)
　　ghīyā(t): [4] 11b, [7] 13c ([both] ttjm: → ttjr)
　　chedāccheda: [35] 77d (mbhsy [mtjgg; d5 resol.]: → tbhsy [ttjgg; d5 
resol.])
　　jñānenāsagena: [11] 38(D=26)a (mtjgg: → ttjgg)
　　ttīya: [25] 12c (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　ttīyāya: [7] 21d (jttr: → jtjr)
　　dīpakriyābhi: [35] 3c (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　dvitīya: [25] 12b (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　nānunīyate: [7] 19c (jmjr: → jtjr)
　　pravrajyopasapada : [25] 5b (jmjgg: → jtjgg)
　　prāmodya-: [17] 62a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　prāsādika: [17] 79a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　mohasya: [34] 35c (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　vāpī: [32] 177b (mbhsy [mtjgg; b5 resol.]: → tbhsy [ttjgg; b5 resol.]; V = 
mnsy)
　　vālāgrakoiyo: [36] 23c (jttr: → jtjr)
　　vāsādśācintayena: [36] 11d (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　-vyāhāratā: [17] 85a (m[t]m[t]tgg = vidhvakama¯la¯: →m[t]m[t]jgg)
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　　hoti: [15] 7d (jtjm: → jtjr)    (s = 23)
　上掲の不規則な，若しくはそれに準じる韻律形の中で，（サンスクリットの）
正書法乃至綴字法上の理由に因るのではないかと推測されるものについては
以上の通りであるが，さて，ではもしそうとすると，これらの不規則形は最
初からのものか，それともそうではなくて後世の改変等に由るものか，その
いずれということになるのであろうか。その問題について触れておくのもそ
れなりに意味のあることではあろう。そこで，その点に関して言えば，それ
にはさまざまな場合やまたさまざまなことがらが考えられるということにな
ろうが，ここでは，筆者としては，これら本経の偈の作者も他の経の場合と
同様こと韻律に関してはそれなりに──少なくとも，正規形についてはもち
ろん license等についてもある程度は──知識を有し，またそれに基いて作
詩も試みようとしたのではないかと推測して，（全部とは言わない迄も）少
なくともその多くは後世の改変その他に因るその結果と見ることにしたいと
考えるのであるが，果して如何なものであろうか。
［位置上の長音の問題］　正書法と韻律上の不規則形の関係の問題についてはこ
れくらいにして，次に，特に本経の偈頌の場合には，恐らくそのこととも何
がしかは関連して，位置上の長音如何ということもあると思われるので，そ
の件についても触れておくことにしたい。それは，具体的には，周知のよう
に古典サンスクリット詩学では複子音の前の音節は母音が短母音であっても
韻律的には長い
4 4
と見做され，その場合の長音を「位置上の長音」（long by 
position）と称しているわけであるが，その位置上の長音の成否と韻律上の正
規形の成否が競合した場合に，そのどちらを優先し採るのか，またそれにつ
いてどう判断するのかということである。そして，これに対して筆者は，上
掲の変
ヴァリエーション
形の表では，そのように両者が競合している場合には言わば後者の
韻律上の正規形の方を優先する形で，語頭以外の位置の子音群であっても原
則として位置上の長音は成さない
4 4 4 4
と解して，正規の──若しくは，それにで
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きるだけ近い──韻律形を想定したわけであるが，それで果してよかったの
かということである。このように筆者が思うのも，実は，上にも見たように，
現刊本では韻律上の正規形よりは正書法を守ることの方が重視されているよ
うに見受けられ，したがって今のこの場合にも，（位置上の長音〔の成立〕
の方が韻律上の正規形よりも優先されて）前者の韻律上の正規形がある程度
犠牲にされたり無視され？ている可能性も決して否定できないと考えられる
からであるが，いずれにしても，この韻律上の正規形と正書法の遵守という，
場合によっては競合して相互に相容れない性格の両者に対して，どちらを優
先し採るのか，どこで線引きをして（一方の）正規形とそうでないものを区
別し判断するのかということは，決して一概に論じられない，難しい問題で
あるとは言うことができよう。
　それはともかく，ここでは，他の梵文経典においても屢ば見られる語頭の
２重子音 51）の場合以外の，上掲の表で筆者が（韻律上の正規形──または，
それに準ずる形──の方を優先して）位置上の長音を成さないと解したもの
の中で，検討や再考の余地が必ずしもなくはないと思われるような例を幾つ
か掲げておくことにしよう（参考のため，括弧の中に，初めにイタリック体で示し
た当該の子音群が位置上の長音を成す
4 4
と解したときの，そしてその後に成さない
4 4 4 4
と見
たときの各韻律形を，矢印を挟んでそれぞれ示すことにする。それ以外の記号その他
についてはこれ迄と同じ）。
　　akalmāa-: [38] 44b (jttgg: → jtjgg)
　　akrodhasthāna: [17] 76a (ttmgg: → ttjgg)
　　agrāhyā: [32] #1b (mtjr: → ttjr)
　　acchidra: [38] 44a (jttgg: → jtjgg)
　　ajñātakehi: [17] 106a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　adhihāna(-): [17] 101c, [17] *123c ([both] yysy [lttjgg; hyper]: → sysy 
[ttjgg; c1 resol.])
　　anutpattikā: [7] 22c (jttgg: → jtjgg; D = ntt[j]gg)
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　　anutpāda(-): [17] 60c (yysy [lttjgg; hyper]: → sysy [ttjgg; c1 resol.]), [28] 69c 
(yysjg [lttjr; hyper]: → sysjg [ttjr; c1 resol.])
　　anuprāpta: [28] 67a (jttgg: → jtjgg)
　　anuvyañjana-: [2] 21a (ysyy [ltjtgg; hyper]: → ssyy [tjtgg; a1 resol.]), [38] 31b 
(tbhtgg: → tbhjgg)
　　antapurasya: [35] 91d (syyy [tttgg = vidhvakama¯la¯; d1 resol.]: → sysy 
[ttjgg; d1 resol.])
　　anyonya: [5] 1a (tttr: → ttjr)
　　apratyaya: [9] 51b (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　apratyavekaāt: [9] 53a (tttr: → ttjr)
　　abhyācaketa: [38] 65c (jtmgg: → jtjgg)
　　-abhyudgataś: [17] 17c (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　as´raddadhānās: [9] 53c (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　aha skandha-: [6] 12a (tttr: → ttjr; V=ttjr)
　　utpanna(-): [6] 15c (jttgg: → jtjgg), [17] 27c (jttr: → jtjr)
　　utpannu: [35] 90d (jttgg: → jtjgg)
　　udyukta-: [16] 3b (tttr: → ttjr)
　　kākaicchedyu: [6] 4b (jttr: → jtjr)
　　-koībhi sa: [38] 29d (jmjr: → jtjr; V = jtjr)
　　khaacchedev: [35] #6c (ttygg: → ttjgg)
　　caturtha nidānam: [25] 12d (jttgg: → jtjgg)
　　tatproam: [4] 17d (ttygg: → ttjgg)
　　tannimna-: [4] 16c (jbhyy [jttgg; c5 resol.]: → jbhsy [jtjgg; c5 resol. = smti]; 
V = jbhjrg)
　　tanniśritehi: [4] 16d (bhttgg [jttgg; d1/2 transp.]: → bhtjgg [jtjgg; d1/2 
transp.])
　　tasyaita kāntim: [6] 4a (mbhjr: → tbhjr = lalita¯; see also infra ‘kāntim’)
　　dukha: [9] 33c (jttr: → jtjr), [9] 33d (jttr: → jtjr; V = jtjr)
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　　dukhitān: [14] 1a (tmjr: → ttjr; V = ttjr)
　　dharma: [0] *19a (trsy: → tssy [ttjgg; a4 resol.]), [38] #2b (tmjgg: → ttjgg)
　　dhūtasyānutsargata: [17] 80c (mtjgg: → rtjgg [ttjgg; c2/3 transp.])
　　nirmāsa-: [34] 22a (tttr: → ttjr)
　　(-)nirhāra(-): [17] 53b (jttgg: → jtjgg), [36] 24d (jttr: → jtjr)
　　-nikākatā: [17] 67b (tjtgg: → tjjgg = upasthita¯)
　　-parigrāhaku: [34] 42b (tysy: → tssy [ttjgg; b4 resol.])
　　pariccheda: [17] 77c (yysy [lttjgg; hyper]: → sysy [ttjgg; c1 resol.])
　　parityakta: [28] 48a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　paritrāu: [34] 35a (ttyy [= ttltgg; hyper]: → ttsy [= ttljgg; hyper])
　　paryantu: [6] 24d (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　paryāpueyyā: [9] 34a (jttgg: → jtjgg)
　　pratijñāto: [27] 5a (ytjr: → stjr [jtjr; a2/3 transp.])
　　pratiśrutkā: [9] 13c (ytjr: → jtjr), [9] 14b (ytjgg: → jtjgg), [38] 18a (ytjr: 
→ jtjr; V = jtjr)
　　pratisthāpayitvā: [15] 17a (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　pratītyutpannā: [38] 69b (ytjr: → jtjr)
　　pratyutpanna-: [2] 30b, [3] 35b ([both] jtygg: → jtjgg), [11] 6b (bhtygg: 
→ bhtjgg [jtjgg; b1/2 transp.)
　　pramāa na: [9] 23a (yyjgg: → yjjgg [jtjgg; a3/4 transp.]), [9] 23b (jyjgg: 
→ jjjgg)
　　pravrajya-: [17] 73a (jttgg: → jtjgg)
　　madhyāhna-: [9] 20a (jttgg: → jtjgg)
　　vaya dhyāna-: [9] 30b (jttr: → jtjr)
　　vitrāsanaś: [17] 21d (tttgg = vidhvakama¯la¯: → ttjgg)
　　śuddha: [35] *171d (rjsjg: → sjsjg [tbhjr = lalita¯; d1 resol. = mañjubha¯iı¯])
　　śrutvā: [35] 77a (mbhsy: → tbhsy [ttjgg; a5 resol. = s´ruti])
　　satkāya-: [6] 15b (jttgg: → jtjgg)
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　　saddharma-: [0] *18d (ytjgg: → jtjgg; V = jtjgg [?])
　　sadars´ī: [9] 5c (jtjm: → jtjr)
　　sabodhijñāna: [38] *205d (mtjgg: → ttjgg)
　　samyakprahāā: [38] 61b (rttgg: → rtjgg [ttjgg; b2/3 transp.])
　　sahasra: [2] 7a (sjjrg: → sjnrg [ttjgg; a5 resol. = s´ruti & a1 resol.])
　　sārdha karoti: [7] 1a (jmjr: → jtjr)    (s = 73)
［混合韻律について］　本経中の triubh-jagatī に依る偈頌の中には，同一の偈
の中にそれ以外の韻律による詩句が含まれ，それ（triubh-jagatī）と混合──
若しくは，複合？──韻律（mixed or complex metre）を成していると考えられ
るものが幾つか存する。ということで，最後にその件について触れておきた
い。その混合韻律も，そう見做し得るのはただ１つだけではなくて複数のそ
れが，具体的には rathoddhatā や vasantatilakā, utthāpanī/pramitākarā，そし
て（t t n r g）との計４種類が知られることになるが，そこで以下に，その４
種類の混合韻律について，具体的に見ていくことにしたい（参考のため，各詩
句の後にそれの韻律名を示し，また Dutt刊本と Vaidya刊本で読みが異なる場合には
その異読も掲げておくことにする。網目は前の幾つかの場合と同様にそれを掛けた音
節の短音と長音が〔正規形から見たとき〕交替していることを表すが，それ以外の記
号等についてはこれ迄と同じ）。
１）rathoddhatā（との混合韻律）
　先ず，rathoddhatā との混合韻律には次の２偈が該当するということにな
ろう。
　① buddhaketraniyutaiś caritvanā (rathoddhatā)
　　 sudurlabham īdśakāna darśanam (vaśastha)｜
　　 buddhaputra guavat1 suśikitā (rathoddhatā)
　　 sarvi prāñjalisthitā sagauravā (rathoddhatā)‖([14] 72)
（ 28 ）
　　　1 V = -putragu0.
　② smtyupa1sthānavihāragocarā (rathoddhatā)
　　 prāmodyaprītinayanā tathāgatā2 (indravaśā)｜
　　 samādhipānā3 varadhyānagocarā (vaśastha)
　　 namastu te śūnyaarayavasthitā4 (vaśastha)‖([11] *100)
　　　1 V = samupa0. 2 V = 0tā. 3 V = -yānā. 4 V = śūnya arayavasthitā.
　さて，ここでこれら両偈の様相について少し詳しく見てみると，先ず①は
第２詩句だけが triubh-jagatī の vaśasthaでそれ以外は３詩句共に
rathoddhatā，また②は反対に第１詩句が rathoddhatā で他は全て（前者即ち
triubh-jagatī の）indravaśā 若しくは vaśasthaという，両偈とも詩句の
割合では３対１（または１対３）という構成になっていることが知られる。そ
れはともかく，その１詩句だけ異なるものについて更に詳しく見ると，①の
vaśasthaは第４音が短音で，一方②の rathoddhatā では反対にその同じ第
４音が長音という，両者共にそれらの正規形からすれば不規則になっている
ことも知られる。ただし，これらの不規則形は，先の「正書法と不規則形」
の項でも少しく触れたように，例えば①については同音節のmは anusvāra
の，また②に関しても thā は thaの，いずれも正書法などによる後世の改変
と考え得なくもないので，もしそう解することにすれば，両者とも元は正規
形で表されていたと見ることもできよう。
　ところで，これらの偈は最初からこのままの形で，つまり混合韻律のそれ
として作詩されたものなのであろうか。それについて検討してみるのも，必
ずしも無意義で無意味なことと許りは言えないであろう。と言うのも，１つ
には韻律形が基本的に異なった（と考えられる）もの同士の混合韻律という
のはどう見てもやはりやや異常なように思われ，またもう１つには，これら
両偈の場合には共に韻律が他と異なるのは１詩句だけで他は全て同じなわけ
であるから，いずれにしてもその異なった１詩句のみが何かの都合で結果的
にそうなった，つまり最初は４詩句とも同一韻律で著されていたのであって，
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混合韻律などに依るものではなかったということも決してあり得ない，考え
得ないことではないと思われるからである。
　ということで，その可能性について更に検討するために，それら両詩句の
在り様を改めて調べてみると，先ず①に関しては当該の第２詩句だけが 12
音節の vaśasthaになっているわけであるが，それの韻律構造を更に詳しく
見ると，第１音は暫く別にして，第２音以降は（現刊本では）第３音と第４
音の長短の順序が入替っていることを除けば基本的には rathoddhatā の韻律
形と同じ形になっていることが知られる。ではその第１音とはどのようなも
のかと言えば，それは詩句の冒頭の sudurlabhamの最初の su-の音（語）と
いうことになるが，この su-は語構成の上からは実はそれに続く durlabha-の
意味を言わば強めるためだけのものであって，したがって語義ということで
は必ずしもどうしても必要で不可欠な要素ではないということになろう。と
すればこの場合にも，同語の su-は最初からのものではなくて語意を強調す
るために後から付加えられた，したがってこの第２詩句も初めはそれのない，
つまり他の３詩句と同じ rathoddhatā で著されていたということは多分にあ
り得，考えられるということになるのではないであろうか。
　次に，②の場合には，これもやや仔細にその韻律形を見ると，刊本──こ
こでは，特に Dutt刊本──の第１詩句は他の３詩句の第２音以下と実質上は
同じで（第２詩句だけは第５音が短音になっていてその分多少異なるが），ただ後者
の第１音の相当部分だけが欠落する形で，一見やや不規則な rathoddhatā に
なっている（ように見受けられる）。ということで，この②の第１詩句につ
いては，冒頭の１音が脱落してかく rathoddhatā になったものと見てその１
音だけ補えば他の３詩句と同じ indravaśā（か，または vaśastha）に改め
ることができるわけであるが，では，そのようなことは果して可能で，また
その場合にはどのような語が想定される──想定すべき，若しくは想定した
らよい──ということになるのであろうか。この問題に関しては，実はこの
②に先立つ２偈がヒントを与えてくれるのではないかと思われる。そして，
その２偈というのはそれぞれ次の如き文言のものである。
（ 30 ）
　　avigrahā anutpannā  aniruddhā acintiyā ｜
　　rūpalakaasam1pannā  namas te guasāgarā2‖([11] *98)
　　prajñayā janitā vīrā  upāyabalavikramā3 ｜
　　ākāśavata ye buddhā  namas te kāntipāragā4‖([11] *99)
　　　1 V = -sa0. 2 V = -sāgarā. 3 V = 0mā. 4 V = 0gā.
すなわち，これらは，韻律そのものは ślokaで本項で問題にしている triubh-
jagatī とは異なり，また恐らく仏のことを指してのものと思われる個々の語
も異なっているが，形式（文体）的にも内容の上からも基本的には②と同じ
型のものと言ってよいであろう。さて，これら両偈ではいずれも②の
namastu52）が namasとなっているが，それ以外に，後の *99 には該 namas
の後の te53）が受けるべき，それの先行詞に当る関係代名詞の yeが更に加え
られ記されていることが知られる。この yeは，それの有無によって文意そ
のものが本質的には変るという性質のものではないが，いずれにしても，文
章の構成やその意味をより明確にするものではあると言ってよいであろう。
ということで，今の問題に立返って言えば，このような例の存することから
すれば，この②の第１詩句の場合にも，もし敢えて先述のように１音の語を
補うとすれば，それはこの *99 の場合と同じ ‘ye’ の如きものが適切──それ
も，「頗る」とか「最も」という形容語付きで？──ということになるので
はないか，というわけである。
２）vasantatilakā
　次に，vasantatilakā との混合韻律では，それに当るのは次の１偈だけとい
うことになる。
　　he pupacandra varalakaabhūitāga (vasantatilakā)
　　he pūraśītianuvyañjanacitragātra (vasantatilakā)｜
　　he ehi tīrabhavasāgara niprapañca (vasantatilakā)
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　　he utthi muñca bhavacārakāta (indravajrā)‖([35] *181)
すなわち，この偈では，前の３詩句が全て vasantatilakā なのに対して，ただ
最後の第４詩句のみは indravajrā になっているわけである。
　ところで，そのただ１つだけ異なる後者の第４詩句についてであるが，そ
れの韻律も，実は細かいことを言えば正規形の indravajrā そのままではなく
て，第５音が短音というやや不規則なものになっている。そこで，その第４
詩句の韻律（長短）形を更に他の３詩句の韻律の vasantatilakā のそれと比べ
て見ると，前者は後者のちょうど第６～８音に当る ˘ ˘ – という３音分の音
節が欠けたものと同じ形になっていることが知られる。ということで，もし
そうとするとこの場合にも，この偈の第４詩句の indravajrā は最初からのも
のか，更に言えばこの偈そのものも最初からこのような（vasantatilakā と
indravajrā の）混合韻律で著されていたのかどうかが，疑われて然るべきと
いうことになるのではないであろうか。そして，これに対して筆者は，実は
そうではなく，つまり該 indravajrā は最初からのものではなくて，この第４
詩句も（したがって偈そのものも）最初は他の３詩句と同じく vasantatilakā で
著されていたが，それが何かの理由で先述のような３音分の音節──１語54）？
──が落ちて，その結果現刊本のような形になったのではないかと考えるの
であるが，果して如何なものであろうか。
３）utthāpanī/pramitākarā
　次にまた，utthāpanī/pramitākarā55）との混合韻律に関しては，次のよう
な７偈がそれに該当するということになろう。
　① karuāvihārī tathupekalābhī (indravajrā; a1 resol.)
　　 tatha īryacaryām iha maitrivarām (pramitākarā)｜
　　 hita cittu1 bhoti ca sa sarvajage (pramitākarā)
　　 ya kāyasavari sthito bhavati (utthāpanī)‖([38] 37)
　　　1 V = hitacittu.
（ 32 ）
　② śotha sarvi avikiptamanā (utthāpanī [?])
　　 mama bhāato manasavaraam (pramitākarā; b7-8 contr.)｜
　　 śrutvā ca tatra pratipadyathā me (indravajrā)
　　 yadīcchathā laghu viśodhanatām (utthāpanī [?])‖([38] 72)
　③ manasavarea labhi yena vidu (pramitākarā)
　　 smtyupasthāna catu ddhipādān (indravajrā; b2/3 transp.)｜
　　 samyak pra1hāa bala indriya co (utthāpanī)
　　 manasavara2 kathitu śreha ayam (pramitākarā)‖([38] 78)
　　　1 V = samyakpra0. 2 V = 0ra.
　④ tatha hemarūpyakamayī pratimā (pramitākarā)
　　 kāretha candanamayī ca varā1 (utthāpanī)｜
　　 prāsādikā paramasudarśanīyā (indravajrā; c5 resol. = s´ruti)
　　 na cirea2 lapsyatha samādhivaram (pramitākarā)‖([29] #4)
　　　1 V = 0rām. 2 V = nacirea.
　⑤ kāretha mnmayamayī pratimā (utthāpanī)
　　 tatha śailakāhapaacitragatām (pramitākarā)｜
　　 prāsādikā paramasudarśanīyā (indravajrā; c5 resol. = s´ruti)
　　 na cirea1 lapsyatha samādhivaram (pramitākarā)‖([29] #5)
　　　1 V = nacirea.
　⑥ he pupacandra tava (1vijñapatī (utthāpanī)
　　 mā1) bhikusagha tuma mā utsjāhī (indravajrā; b5 resol. = s´ruti)｜
　　 he ehi sagha nikarayahī (irreg. [=utthāpanī; catalectic])
　　 he utthi gaccha vanakhaa2 tahim (utthāpanī)‖([35] *183)
　　　(1…1) DV = -patīmā. 2 V = 0i.
　⑦ he niprakampyā1 dhamerusamā (utthāpanī)
　　 he buddhaputra sattvasamamanā (utthāpanī; b6-7 contr. & b8 resol.)｜
　　 he pupacandra paripūravratā (utthāpanī)
　　 he utthi bodhidrumamūli uttamā (indravaśā)‖([35] *185)
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　　　1 V = 0kampā.
以上の中，⑥の第２詩句の冒頭のmā は，実は現刊本では前行末の vijñapatī
と１語にされ──すなわち，vijñapatīmā と綴られ──ているものを，上の引
用中にも注記したように，韻律の都合上かく分綴し（て次行に移し）たとい
うものである。また，同じ⑥の第３詩句は第７音が欠落した 56）catalecticと
なっているが，それ以外では，②の第１と第４の２詩句が共に不規則でその
ままでは utthāpanī と pramitākarā のいずれとも判断が付け難い 57），という
ことなどがやや注意すべき点として挙げられるかもしれない。
　それはともかく，前の場合と同様にここでこれら７偈の韻律の構成につい
て改めて見てみると，これもかなり興味深いことに，７偈共に utthāpanī/
pramitākarā が３詩句で残りの１詩句だけが triubh-jagatī（の４韻律の中の
どれか）となっており，しかもその後者の triubh-jagatī の中でも，⑦だけ
は indravaśā であるがそれ以外は全て indravajrā という形になっていること
が知られる。さてそこで，例によってこれら７偈の場合にも該 triubh-jagatī
と utthāpanī/pramitākarā との混合韻律が最初からのものか検討してみるた
めに，試みに１詩句のみが他と異なる前者の中の特に indravajrā や indravaśā
が utthāpanī/pramitākarā となり得る──それらを utthāpanī/pramitākarā に
還元し得る──可能性について見てみると，実は特に前者の中の indravajrā
と後者の一方の utthāpanī は韻律（長短）形が非常に似ていて，両者の相違は
ただ第５と第 10 の２音が前者は長音なのに対して後者では両音とも短音に
なるという点だけなのであるが，したがって，一方から他方への転換や改変
も，正書法などへの拘泥さえなければ，特に⑦以外については然
さ
程の困難な
くそのことは可能と言ってよいであろう。実際，先ず最初の①～③の３例に
ついては長音と短音の交替だけで，具体的には例えば①の第１詩句では
-vihārī と -lābhī をそれぞれ -vihāriと -labhī に，また②の第３詩句は
pratipadyathā の最後の thā のみを thaと，そして③の第２詩句も -pādānだけ
を -padānの如く，それぞれ改めてやれば utthāpanī かまたは pramitākarā に
（ 34 ）
変えることができるというわけである 58）。ただし，残る④～⑦の４例の場合
は，いずれもそのまま長音と短音の交替だけで utthāpanī とするには音節数
が１つ超過してしまうのでそれの減殺を図らなければならないが，その中，
先ず文章的には全同の④と⑤それぞれの第３詩句に関しては，前の１）
rathoddhatā の項で sudurlabhamの語について見た場合と同様に文中の
-sudarśanīyāなる語の suは必ずしも不可欠な要素というわけではないので
それを落し，更に nī を短音の niに改めて同語全体を -darśaniyāの如くし
てやれば，そして⑥の第２詩句についても，重複して２つ存する形の禁止を
表す不変詞のmā のうち後の方のそれを除いて更に utsjāhī を（本来の形［= 
utsja］に近い？）utsjahī のように改めてやれば，両方の場合とも現形の
indravajrā を utthāpanī に変える（戻す？）ことはそれ程困難なく可能というこ
とになろう59）。
　一方，それに対して⑦の第４詩句の場合にはことはそれ程簡単でも単純で
もなくて，現形の indravaśā をそのように utthāpanī に改める──若しくは，
そう解する──ためには，先ず後半部の -mūli uttamā の綴字そのものを例え
ば -mūl’ uttamā のように変え，更に語中の -druma-の drと uttamā の ttの２
つの子音群が共に位置上の長音は成さないとも解する必要があるということ
になろう。もちろん，この程度の特殊な語形（綴字）や解釈ならば，梵文経
典一般ということでは必ずしも特にそれ程異とする迄もないということにな
るが，本経の場合には果してどうか。或いはやや難しいということになるの
であろうか。
　いずれにしても，この utthāpanī/pramitākarā との場合に関しても，１偈
中の韻律の構成はその utthāpanī/pramitākarā が３詩句で triubh-jagatī はた
だ１詩句だけに限られ，しかも後者の triubh-jagatī ──実際には，それの
１つの indravajrā（のみ）──も，少なくとも大部分の事例については比較
的容易に前者への変更（還元？）が可能であるということからすれば，現形
の混合韻律はその殆どが恐らく後世の改変などによるものであって，つまり
これらも最初は４詩句ともその utthāpanī/pramitākarā だけで（偈自身として
梵文『月灯三昧経』の偈頌再考（２） （ 35 ）
もそれの単一韻律で）著されていたと考えてよいのではないかと筆者には思わ
れるわけであるが，これについても果して如何なものであろうか。
４）（t t n r g）
　最後に，（t t n r g）との場合であるが，これについてはこれ迄の他の韻律
とのそれとは異なって，混合韻律は最初からのものと考えてよいであろう。
と言うのも，この場合には１偈中の同韻律と triubh-jagatī の詩句の割合は
区々で，しかもそのような偈が本経中にはいずれもかなりの数で含まれてい
るということがあるからである。ところで，この（t t n r g）というのは古典
サンスクリット詩学では知られない── Apteの「韻律表」には載録されて
いない──韻律であるが，実は indravajrā の，upendravajrā や indravaśā な
どとは別な種類の一変形とも見得べきもので，すなわち，具体的にはこれの
韻律（長短）形を見れば直ちに知られるように，upendravajrā が indravajrā の
opening部の，また indravaśā が同じく cadence部の，それぞれ一部を変え
た変形乃至拡大・拡張であるのに対して，この韻律は該 indravajrā の break
部にそれを行った，具体的にはそれを – ˘ ˘ から – ˘ ˘ ˘ ˘ に変えた──拡大若
しくは拡張した──形のものになっているというわけである 60）。
　この（t t n r g）に関しても，前述の indravajrā の場合の upendravajrā や
indravaśā などのように幾つかの変種の存することが知られるが 61），その
（t t n r g）自身やそれの変種乃至変形等については後に改めて検討・考察す
ることにして，ここではそのような変種や変形の場合も含めてこの名で呼ぶ
ことにし，その（t t n r g）と triubh-jagatī の混合韻律について，１偈中に
含まれる両詩句の割合毎の（それに該当する）偈の所在とその偈中の４詩句
の韻律構成などを，実例をそれぞれ１つずつ交え乍ら，示し掲げておくこと
にしたい。
① TJ：(t t n r g)＝ 3：1
　 ex. rājāna ta so avaciu bhikusagho ((t t n r g))
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 kim āparāddha tava deva bhikuā (vaśastha)｜
 acchidraśīlena susavtena (indravajrā)
 ya pūrvajātī1 smarate acintiyām (indravaśā)‖([35] 61)
 　1 V = 0ti.
　TJ：(t t n r g)＝ 3：1の偈とその構成
　　[5] 15: a = (t t n r g), b = indravaśā, c = indravaśā, d = indravaśā
　　[35] 20: a = indravajrā, b = vaśastha, c = vaśastha, d = (t t n r g)
　　[35] 59: a = indravaśā, b = upendravajrā, c = upendravajrā, d = (t t n r g)
　　[35] 61: a = (t t n r g), b = vaśastha, c = indravajrā, d = indravaśā
　　[35] 70: a = upendravajrā, b = indravajrā, c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[35] 81: a = upendravajrā, b = upendravajrā, c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[36] 21: a = indravaśā, b = (t t n r g), c = vaśastha, d = vaśastha
　　[36] 39: a = upendravajrā, b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[36] 40: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = indravajrā, d = indravajrā
　　[17] *124: a = vaśastha, b = (t t n r g), c = indravaśā, d = vaśastha
　　[21] #3: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = indravaśā, d = upendravajrā
　　[35] *143 (V=*142): a =indravajrā, b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = 
indravajrā
　　[35] *146: a = indravajrā, b = indravajrā, c = indravaśā, d = (t t n r g)
　　[35] *156: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = indravajrā, d = indravajrā
　　[35] *160: a = (t t n r g), b = indravaśā, c = indravaśā, d = indravaśā
　　[35] *165: a = indravajrā, b = upendravajrā, c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[38] *191: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = indravajrā, d = indravajrā
　　　(s = 9 + *8 = 17)
② TJ：(t t n r g)＝ 2：2
　 ex. te rājadhānī praviśitva sūratā (indravaśā)
梵文『月灯三昧経』の偈頌再考（２） （ 37 ）
 ārtasvara krandiu ghorarūpam (indravajrā)｜
 dvāna bhiku ktu iha khaakhaa ((t t n r g))
 mūrcchitva sarve prapatita te dharayām ((t t n r g))‖([35] 60）
　TJ：(t t n r g)＝ 2：2の偈とその構成
　　[14] 6: a = vaśastha, b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 34: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravajrā, d = upendravajrā
　　[35] 35: a = upendravajrā, b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 60: a = indravaśā, b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 77: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[36] 7: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = indravaśā, d = (t t n r g)
　　[36] 48: a = indravajrā, b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[32] *137: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[35] *154: a = upendravajrā, b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　　(s = 7 + *2 = 9)
③ TJ：(t t n r g)＝ 1：3
　 ex. imu bhiku dvā parama suśīlavanta ((t t n r g); a1 resol.)
 maitryā upeta pitaram iva pravttam ((t t n r g))｜
 sudua1citto avasari ghotanārtha ((t t n r g))
 patito avīcau ahu paścakāle2 (indravajrā; d1 resol.)‖([35] 42)
 　1 D = 0duu-. 2 D = 0ca kāle.
　TJ：(t t n r g)＝ 1：3の偈 62）とその構成
　　[14] 8: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[32] 177: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
      ※[32] 179: a = indravajrā (V = (t t n r g)), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[32] 191: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[32] 196: a = (t t n r g), b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
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　　[32] 198: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[32] 276: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 21: a = (t t n r g), b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 40: a = (t t n r g), b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 42: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[35] 50: a = upendravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 51: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = upendravajrā
　　[35] 52: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = upendravajrā
　　[35] 56: a = indravaśā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] 58: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravaśā, d = (t t n r g)
　　[35] 75: a = indravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
 ※ [35] 121: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = upendravajrā 
(D=(t t n r g))
　　[36] 4: a =  upendravajrā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[36] 13: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[36] 41: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[36] 44: a = (t t n r g), b = upendravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[36] 47: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[32] *135: a = (t t n r g), b = indravajrā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] *144: a = indravaśā, b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] *157: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　[35] *170: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = (t t n r g), d = indravajrā
　　[35] #2: a = (t t n r g), b = indravaśā, c = (t t n r g), d = (t t n r g)
　　[35] #4: a = (t t n r g), b = (t t n r g), c = indravajrā, d = (t t n r g)
　　　(s = 20 [+ 2] + *6 = 26 [+ 2] = 28)
④ 全体の割合の不明なもの
　triubh-jagatī と（t t n r g）の混合韻律をなすものの中には，偈そのものは
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４詩句が完備せず不完全であったり，或いは一部の詩句の韻律が両者とは異
なっているなどのために，１偈としてはその割合を判断できないものが幾つ
か含まれている。そこで，それらについては別に掲げることにすれば，次の
３偈──正確には，2½偈？──の如きものが該当するということになろう。
　　dhāreyya eta viraja samādhi śānta ((t t n r g))
　　mahādhano bhavati sa bodhisattva (upendravajrā; b5 resol. = smti)｜
　　mahāsamudro bahuvidharatanasya ākaro (irreg. [jtnsjg])63）
　　na tasya puyasya pramāam asti (upendravajrā)‖([36] 8)
　　calāpi bhūti kaabhaga yauvana (vaśastha)
　　ktāhdantantara tadavanti jīvitam ((t t n r g))｜
　　(1aho nā vismayakāri ceitam1) (vaśastha)
　　(2…………………………………………2) (lacking)‖([0] *42)64）
　　　(1…1) V = pāda d. (2…2) V = pāda c.
　　candrasya ābhā tathariva sūryaābhā ((t t n r g))
　　śuddhā agrāhyā bhavati prabhāsvarā (indravaśā)‖([32] #2)
　　　(s = 1 + *2 [1½] = 3 [2½])
［要　結］　以上，本経の偈の中の特に triubh-jagatī の韻律に関して，幾つか
の項目に分けてそれの特徴や問題点などについて少しく検討・考察を試みて
みた。採上げて論ずべきことがらは以上で尽きるというわけではもちろんな
いが，主な点については概ね触れ得たのではないかと思われる。今，それら
の要点を一二要約的に摘記すれば，先ずこの triubh-jagatī に含まれる
indravajrā 以下の各韻律には現刊本に拠る限りいずれもかなりの数の 変
ヴァリエーション
形
が見られ，その点では本経では licenseはかなり緩やかで広い範囲に亘って
認められている如くであるが，しかしそれらの中には恐らく後世の正書法の
適用若しくは遵守などの理由による改変の可能性のある──高い！──もの
が少なからず含まれているということ，或いはまたこの triubh-jagatī は他
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の韻律と混合韻律をなし，その種類もただ１つだけではなく幾つかに及んで
いるというのも大きな特徴の一つであるが，しかし数量的には最多で混合の
割合も多様な（t t n r g）とのそれを別にすれば，他はいずれも変形の場合と
同様写誤を含めて後世の改変の可能性のある──高い！──ものが殆ど大部
分（と見られる），云々というようなことにでもなるであろうか。（未完）
＊前回は，拙稿「梵文『月灯三昧経』の偈頌再考（１）──韻律分析を中心に──」『創
価大学人文論集』第 21号，平成 21年（以下，「拙稿⑴」と略）。
注
24）この点に関しては，拙稿⑴の注１）に所掲の前稿（＝拙稿「梵文『月灯三昧経』
の偈頌について」『印度学仏教学研究』第 53巻第２号，平成 17年），参照。
25）以下，本稿では古典サンスクリット詩学における韻律を基に，それの正規形との
異同やその（異同の）程度などについて検討や考察を試みることにする。これは，
偏えに古代インド文学一般における詩，特にそれの韻律に関する筆者の知識や理解
力の乏しさに起因するが，このように専ら古典サンスクリット詩学のそれを基に仏
教経典の偈頌や韻律等について云々したりするのはあまり適切とは言えず，実際に
その道の専門家などからは疑問や批判の声もあるかもしれない。そのことは筆者も
自覚したり承知しないわけではないが，しかし，例えそうであったとしても，この
ようなことも必ずしも無意味で無益な許りとも言えないであろう。
26）因みに，狭義の
4 4 4
triubh-jagatī について言えば，１偈の中に triubhの indravajrā
と upendravajrā の少なくとも一方と，同じく jagatī の indravaśā と vaśasthaの一
方を同時に
4 4 4
含むものということになろう。
27）このようなことをここでわざわざ断ったのは，本経のこの韻律の場合には，後に
も少しく触れるように，他の韻律との言わば混合韻律を成していると考えられるも
のも見られる──それも，少なからず──からである（したがって，次に述べるこ
の韻律の偈数も，拙稿⑴に掲げたものとは当然変ってくることになる。と言うのも，
拙稿⑴では，例えばこれと（t t n r g）の両詩句が混在しているときに，後者が２詩
句以上の場合には偈として
4 4 4 4
の韻律も後者と判定してそれに算入するという仕方を
採ったため，両者の計数には少なくともその分だけ差が出ることになるからであ
る）。
28）ここで言う「同一」とは広い意味でのそれということで，つまりこの中には正規
形のものだけでなく，以下で取扱うそれ（ら）の変
ヴァリエーション
形 も含めての謂ということに
なる。
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29）こ（れら）の計数は，拙稿⑴に掲げたものとは異なるものもある。これは，その
後判定の仕方を，したがって判定そのものも改めたものがあるためである。
30）この語の表す意味については，拙稿⑴の注 12）を参照。念のためにそれぞれの
意味し表す内容を長短の記号で表せば，y = ˘ – –, r = – ˘ –, t = – – ˘, bh = – ˘ ˘, j = ˘ – ˘, 
s = ˘ ˘ –, m = – – –, n = ˘ ˘ ˘, g = –, n = ˘ の如くということになる。
31）すなわち，これらは何らかの意味や形で必ずしも全く問題なしとはしないものと
いうことになる。
32）この件に関しては，拙稿⑴の (29) ページに「不規則形又は混合韻律の一部とし
て１詩句 [pāda]のみに現れるもの」（この言葉自体は，同 (26) ページ）として掲げ
た韻律名とその詩句数は必ずしも十分なものではなかった。これは，その段階では
筆者の関心は専ら（t t n r g）の方にあって，triubh-jagatī のみの単独韻律の中のそ
れ（不規則形）については十分に──と言うよりも，殆ど !?──顧慮しなかったた
めであるが，いずれにしてもこの点については改めて検討し直す必要があるので，
そのことをここでお断りしておきたい。
33）この韻律形については，cadence部は – – ˘ – となって，本来の indravajrā のそれ
（– ˘ – –˘）とは一致しない。そのため，特に cadence部を重視してその形を判断や判
定の基準にしようとする場合には，これを（広義の）indravajrā とすることには疑問
の余地が（多分に？）あるということになるかもしれない。実際，openingと break
部の形からして indravajrā とそれ程隔った韻律は想定し難いが，この cadenceの形
からは該 indravajrā 以外にも例えば indravaśā や vaśasthaの – ˘ – ˘ –˘ の２番目の
短音が落ちた，すなわち詩句全体では indravaśā の第９音が脱落したその catalectic
形ということも考え得なくはなく，また実際にそう解すべきかもしれない。しかし，
後にも検討するようにこの triubh-jagatī の不規則形の中には長音と短音の順序が入
替ったと見得るものも少なからず存するので，ここでも暫くそのように，つまりこ
の韻律形は indravajrā の第９，10 音の長音と短音の順序が入替った（˘ – → – ˘）も
のと見て，かく indravajrā の変形に含めることにした。
34）この ‘+ x’ の項は，上掲の変形の一覧表では位置上の長音を成さない
4 4 4 4
と解して正規
形に含めたものを，反対に成す
4 4
と見たときにそうなると考えられる不規則の韻律形
の中で上の表には含まれない類のそれの数などを表す。そのようなものも実は皆無
ではないと考えられるため，括弧に入れてそのことを示すことにしたというわけで
ある。実際，そのように位置上の長音を成さないと解して正規形に含めたものを，
そうではなく成すものと見れば，例えば後の「位置上の長音の問題」の項に掲げる
中からだけでも，不規則の韻律形は上記の他更に indravajrā が tjtgg, ttmgg, rttgg, 
ttyy, trsy, yysy, ysyy, sjjrgの８つ，また upendravajrā は jtmgg, jyjgg, bhttgg, bhtygg, 
yyjgg, jbhyyの６，同じく indravaśā は tmjr, mtjr, mbhjr, rjsjgの４，そして va-
śasthaも ytjrが１つと，少なくとも計 19は増えることになろう。また，Dutt刊本と
Vaidya刊本で読みに相違があって一方だけが正規形という場合のとき，上の表では
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その正規形の方を採る形でそのように（正規形と）判断・判定したわけであるが，
そうではなくて不規則形の方を採ることにすれば，不規則形の種類にはその 19以外
に更に indravaśā に ttnr, ttjjg, ttsjgの３と，また vaśasthaにも jtjjg, jtsjgの２の都
合５つが新たに加わるということになろう。
35）具体的には，例えば 11 音節の triubhについて言えば，冒頭の４音節の部分が
openingで，次の３音節部が break，そして残りの４音節（jagatī の場合は５音節）
の部分が cadenceとそれぞれいうことになろう（ここでもそのように解して，例え
ば indravajrā の正規の openingの – – ˘ – や同じく breakの – ˘ ˘, そして cadence
の – ˘ – –˘ などが実際にはそれぞれどのような形で現れたり表されているかを検討す
ることにする）。
36）この長音と短音の「順序の入替え」と，長音の「分裂」及び２つの短音の「融合」
の３語の英語での表現について，拙稿⑴の凡例の⑤及び特にその後の各章毎の韻律
分析の項では（それらの動詞形として）metathesize, split, fuseの如き語をそれぞれ
想定して用いたが，それらよりは（名詞及び動詞の過去分詞〔とその略語〕形として）
transposition/transp(osed), resolution/resol(ved), contraction/contr(acted)などの方が
より適切と思われるため，以後，必要がある場合にはそれらに対していずれも後者
の方の語を用いることにする。
37）この breakに関しては，本来ならそれの形だけではなく休止位置（yati, caesura）
についても検討すべきところであるが，今回は都合でそれが果せなかった。その問
題についてはいずれ今後の課題ということにしておきたい。
38）本稿では，煩を避け，また韻律もできるだけ正規かそれに近いものを優先する 
──優先的に考え，若しくは想定する──との立場から，これらは位置上の長音は
成さない
4 4 4 4
と解することにする。もしそれを成すと見れば，前注 34）でも指摘したよ
うに，変形の種類は先に掲げたものよりも更に増えるということになろう。なお，
同じ子音群でも，特にそれが語頭の場合には，煩を避けるためにもそのようにイタ
リック体にすることは省略した。
39）triubh-jagatī の各韻律では２つ（以上）の短音が続くのは第６音と第７音の場合
だけなので，この変化もその両音の間でしか起らない。
40）これについては，過剰音は第２音ではなく第１音の方と見て，①に含めることも
可。
41）これについては，過剰音はこの他に第６音かまたは第７音の前と見ることも可（次
の⑦と⑧の過剰音の場合についても同断）。
42）これについては，過剰音はこの他に第９音の前と見ることも可（次の⑨の過剰音
の場合についても同断）。
43）音節数不足を表すこの用語について筆者は失念していたが，阪本（後藤）純子氏
のご示教によって想起することを得た。同氏には謝意を表したい（因みに，‘hyper’
の反対語は ‘hypo’ なので，‘hypermetre’ に対しては ‘hypometre’ の如き語があって
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もよいように思われるが，そのようなものは現実にはない如くである。実際，該語は，
例えば研究社の『英和大辞典』や OED [Oxford English Dictionary]などにも，少な
くとも見出し語としては採録されていない）。
44）これについては，欠如音は第７音ではなく第６音の方と見ることも可。
45）この『法華経』の梵本に関しては種々の刊本があるが，ここでは，今も最も多用
されていると思われる所謂るケルン・南条本(H. Kern & B. Nanjio, Saddharmapuarı¯ka, 
Bibliotheca Buddhica X, St. Pétersburg 1908-12, rep. Osnabrück 1970 = KN) )を用いる
ことにする。
46）実際，例えば『無量寿経』（Larger Sukha¯vatı¯vyu¯ha-su¯tra）の場合にも次のような例
が見られる（テキストは足利本［A. Ashikaga, Sukha¯vatı¯vyu¯ha, Kyoto 1965］。また，
括弧内の［　］は，ここでは〔『無量寿経』は「品」即ち章に分れていないため〕そ
れが含まれている偈群
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の番号を表す）。
　　kipra ima ketra vilokayeyu ([4] 15d; p. 46）
　　āgatya ca ketram ida udāra ([4] 16a; do.)
47）ただし，indravajrā の第１音の長音が分裂した形のmahendravajrā (= sysy)と同じ
く indravaśā のそれのmaikuala (= sysjg)の２つに関しては，数が多くて一々そ
れらの名前を掲出していたのでは徒に煩雑さを増す許りで，またその必要性や
有
メ リ ッ ト
益さもあまりないように思われるため，ここでは省略することにする。
48）そのような例は枚挙に遑なく，実際に例えば『法華経』の「序品」だけを一瞥し
ても数十以上，と言うよりも百近くにも達することが知られるが，その中から強い
て一二挙げるとすれば，例えば次のようなものが存する（ここでは，煩を懼れ，ま
た紙数の都合もあるので，該当する〔刊本に実際に現れる〕語形とそれの本来の形
及びその所在箇所のみを〔後２者は括弧に入れて〕掲げることにする。ただし，所
在箇所は偈と詩句の番号のみで，例えば KN本のページ数などについては省略）。
tatha (= 0thā; 6c, 10b, 38b, 66a, 85a), sada (= 0dā; 46a, 54b, 59a, 84a, 86b, 88a, 95a, 95d, 
97d), bandhitva (= 0vā; 61b), vicikitsa (= 0sā; 100b), bhavathā (＜ 0 tha = 0ta; 99a), tenā 
(= 0na; 92c), bhāiyi (= 0ye; 75d), bhavi (= 0ve; 16c), sarvi (= 0ve; 59d, 73c), āsi (= 0sīt; 
63b), prabhāsayantī (= 0ti; 1c), yehī (＜ 0hi = yai; 3a), abhu (= 0bhūt; 77d), ga-
gavālikā() (= 0gā-; 13b, 44b, 70c, 85c), (-)koī - (= 0i-; 13c, 37a, 37b, 38a, 80d, 84d), 
kāntībalā (= 0ti-; 33a, 70b), dukhā (= du0; 6b), bhikuām (= 0ū0; 33b), bahūu 
(= 0hu0; 13a), upasakra=mī (= 0rāmi; 21a), kāyā=tu (= 0yata; 30b), gatī=ū (= 0tiu; 5c)
　同様に，『無量寿経』からも例えば次のような例を挙げることができるであろう（テ
キストや記号類については前注 46）の場合と同じ。また所在のページ数については
ここでは省略）。
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uttari (= 0re; [3] 3c), pūretva (＜ 0vā = pūrayitvā; [3] 3d), bhontī (＜ 0ti = bhavanti; 
[3] 4b), tatha (= 0thā; [4] 3a, 8a, 16c), buddhāna (= 0nām; [4] 3b, 20d, 21a, [5] 3b, 9b), 
pūjitva (= 0vā; [4] 5a), vanditva (= 0vā; [4] 5b), kathentī (＜ 0ti = kathayanti; [4] 5b), 
yojanā- (0na-; [4] 7b), yehī (＜ 0hi = yai; [4] 8d), pī (＜ pi = api; [4] 9a), parīvtu (＜
0rivto (?) = parivta; [4] 10b), karontī (＜ 0ti = kurvanti; [4] 11a), koī - (= 0i-; [4] 11b), 
vyākarohī (＜ 0hi = vyākuru; [4] 14a), ti (= te; [4] 14c), śrutva (= 0vā; [4] 15c), ddhī- (= 
0dhi-; [4] 16b, 21b), tada (= 0dā; [4] 19a), sugatāna (= 0nām; [4] 21c), labhyā=ti (= 0yate; 
[5] 9a), janayātha (＜ 0ya0 = janayata; [5] 9d)
49）配列の順序は，ここでは逆引き語辞典（reverse index, rückläufiges Wörterbuch）
類のそれに拠ることにする。
50）ここでは，複合語（compound）の場合も含めてのこととする。
51）この，位置上の長音を成さない（と考えられる）語頭の２重子音の具体的な例に
ついては，ここでも述べたように他の梵文経典の偈頌には頻見するので，敢えて挙
例の必要はないであろう。
52）この語（形）は，そのままでは意味が通じない（namasと tuを分綴したとしても，
後者の tuの品詞や働き・意味などが分らない）ので，或いはこれの ‘ma’ は ‘mo’
の写誤で，つまり同語は ‘namo ’stu’の謂── ‘namo ’stu’を表す──ではないかとも
思われるが，果して如何であろうか。
53）この teは，語形的には古典サンスクリットの文法上は指示代名詞 tad-の女性又は
中性，両数の主格若しくは対格 [N. A. du. f., n.]と，同じく男性，複数の主格 [N. pl. 
m.]，及び２人称の人称代名詞 tvad-の単数の与格若しくは属格の附帯辞 [D. G. sg., 
2nd., per.pr.; enclitic]形という，（２つの語の）幾つかの場合が考えられ，一方また
文章上はその直前の ‘namastu’ の補語の形になっており，そ（れの一部）の namas
は通常は与格を取る（支配する）── namas〔帰命〕の対象は与格で表される──
とされているので，後者の tvad-の（単数の）与格
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形と解すべきとも思われようが，
しかし，構文的にはこの語は次のśūnyaarayavasthitāに係りそれと同格〔同じ格形〕
になっていると考えられるので，ここでは前者の指示代名詞 tad-の男性，複数の対
4
格
4
[A. pl., m.]形を表すと見るべきものということになろう（この，古典サンスクリッ
トでは〔男性，複数の〕主格形の teと śūnyaarayavasthitāの両語を，そうではなく
──両語の該対格形は，古典サンスクリットではそれぞれ ta¯nと śūnyaarayavasthita¯n
の如くなる──て対格に解することは，それらに先立つ namastuの語との関係に因
る。因みに，この点に関しては，先ず〔namastuの一部の〕namasについては，同
語は特に √ kと一緒に用いられる場合には対格を〔も〕取る＝支配することが辞典
類では言われ〔その点については，see, eg., Apte & pw, s.v. ‘namas’〕，一方また teと
śūnyaarayavasthitāの両語〔の語形〕についても，特に男性，複数の対格
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形として，
仏教梵語では tad-には〔主格と同じ〕teの語形が，また a語幹の男性名詞にも〔主
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格と同形の〕āの語末形がそれぞれ存することも指摘されている〔同じく，see 
BHSG, §§ 21.30--1 & 8.93〕ので，それ程問題はないと言ってよいであろう。なお，付
言すれば，この本経の teと śūnyaarayavasthitāの両語〔形〕については，BHSG
では当該の項目中に直接引用や言及されていないが，もし上のように解するのが正
しかったとすれば，その〔男性の複数，対格形の〕用例若しくは実例として，これ
らをその中に加えることもできるかもしれない）。
54）これに対しては，具体的には例えば patitam/0tānや dukhitam/0tān (＜ dukhita-) 
などのような語を想定することもできるかもしれない。もちろん，それ以外の語や
場合──２語以上などの──ということも多分に考えられるわけであるが。
55）以下，本項目内では，utthāpanī と pramitākarā のいずれか一方に限定しない場合
には，この（‘utthāpanī/pramitākarā’ の）表記法を用いることにする。
56）この欠落音については，第５～７音として３つ続く短音の中の１音ということに
なるので，第５音かまたは第６音と見ることも可。
57）この韻律形については，utthāpanī の第１音の長音が短音化したものと，また
pramitākarā の２つ続く冒頭の２音の中の１音が脱落したものという２つの場合が
考えられることになるが，そのどちらかを速断するのは困難ということになろう。
そのため，ここでは，これらの韻律については疑問符付きで，言わば仮にというこ
とで標記のように判断しておくことにした。因みに，これ（両詩句の韻律形）と
utthāpanī との関係は，triubh-jagatī 中の indravajrā と upendravaijrā や，indravaśā
と vaśasthaのそれに対応すると言ってよいであろうが，古典サンスクリット詩学
ではこれの名称そのものは特に与えられていないようである（少なくとも Apteの
「韻律表」には不見）。また，特に後者の第４詩句に関しては，（刊本の現形は元の
yadi icchathā への連声法の適用による？後世の改変と見て）語頭の yadiと次の
icchathā を連声させずに分綴すれば，pramitākarā に帰することも可。
58）後の②の第３詩句と③の第２詩句については，前者は pratipadyathā の語頭の pr
が位置上の長音を成さないと見れば，また後者は既に第５音は短音になっているの
で，共に第 10音の部分のみを短音に改めればよいというわけである。なお，特に前
者の中の pratipadyathā に関しては，この語形は prati- √ padの命令形（3pl. impv. P.）
ということになるが，それの語尾は他の箇所では短音の tha＜ taで表されているこ
とが多いので（例えば，上掲の①～⑦の中からだけでも，②の第１詩句の śothaや
④の第２詩句と⑤の第１詩句の kāretha，同じく④と⑤の第４詩句の lapsyathaのよ
うな例が見られる），この場合にも同語末の thā は thaの（pratipadyathaの yathaを
関係副詞の yathā と取違えての？　実際，pratipadyathaを pratipadと yatha [=yathā]
に分けて捉え解することは，文意的にはともかくそのこと自体としては必ずしも不
可能というわけではないので）単なる写誤と見ることもできるかもしれない。
59）前者の④と⑤の各第３詩句の改変，特に -sudarśanīyāを -darśanīyāと改めるこ
とについては，この語の前には parama-という形容詞があり，同語（sudarśanīya-）
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から前綴の su-を除いても文意そのものにはそれ程大きな相違はないと考えられる
ことからも，然
さ
して問題はないと言ってよいであろう。一方，それに対して後者の
⑥の第２詩句の場合には，重複する形の後の方のmā を除くこと自体はともかくと
しても，残りのmā bhikusagha tuma utsjahī/utsjāhī の部分については，そのま
までは文意が不明で，少なくとも十分には伝わって来ないということになるのでは
ないであろうか（特に，‘tuma’ の語〔形〕とその意味が不明）。ということで，この
⑥の第２詩句に関しては，筆者は例えばmā bhikusaghatu (= 0to) mam (= mām) 
utsjahī (= 0sja)のようにでも読めないか，そう解することはできないかとも考える
のであるが，果して如何なものであろうか。
60）このようなことから，この（t t n r g）に対しては，もし敢えてこれに名前を付け
るとすれば，例えば（hyper-/super-indravajrā の意味で）‘atīndravajrā’ の如きものが
適当なのではないかとも筆者には思われるわけであるが，果して如何なものであろ
うか。
61）この点については，前注１）及び 26）に所掲の前稿を参照。
62）これの中には，Dutt刊本と Vaidya刊本で読みとしたがって韻律も異なって，一方
はこれに該当するが他方を採れば除外されねばならないというものが計２偈含まれ
ている。ここでは，それらには最初に※印を付してそのことを示し，また総数の項
ではそれらは［　］に入れて，その両偈を含まない場合と含むときの両方の数値が判
るように記すことにした。
63）この第３詩句は，音節数は 16 で，また最後の４音節も ˘ – ˘ – という，通常の
ślokaの cadence部と同じ形を示している。また，前半の８音節も bha-vipulā の形式
と一致するので，これの韻律も或いはその śloka（の bha-vipulā）と見ることもでき
るかもしれない。そこで，もし実際にそうとすると，本偈そのものは triubh-jagatī
と（t t n r g），ślokaという相異なる３つの韻律の混合韻律で構成されているという，
非常に──極めて !?──珍しい例ということになるであろう。しかし，そのような
３種類の混合韻律というのはどう考えても異常で異様に思われ，一方またこの第３
詩句を ślokaと見るには他の面で問題があって，つまりこれが最初から ślokaとして
かく表されたとするには疑問の余地があって，むしろ後世の改変の結果と見るべき
ではないかと考えられるため，ここでは取敢えず不規則なものとしておくことにし
た。因みに，筆者の考えでは，この第３詩句の語句の中では bahuvidharatanasyaの
中の vidhaはなくても文意は通じ，また同語の部分を除くとこの第３詩句の韻律形
は jtnrlgとなって，つまり（t t n r g）の一変種と見得ることになるので，同詩句も
元はその vidhaのない形で，韻律的には該（t t n r g）で著されてい（て，後に該
vidhaの語が挿入されてこのような形になっ）たのではないか，ということである。
64）この偈については，Dutt刊本はただ３つの詩句を掲げるだけであるが，Vaidya刊
本では第３詩句の部分には点線を入れてそれが欠落しているように記されている。
そこで，ここではこの偈に対してはこのような表記の仕方をすることにした。
